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ウ
ド
市
長
（
写
真
左
）
と
バ
ー
ト
市
国
際
交
流

委
員
会
笛
吹
部
長
の
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ド
ェ
ナ
ー
さ

ん
（
写
真
右
）

　10月
12
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
笛
吹
市
制
施
行
10
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
、
功
績
者
表

彰
な
ど
の
受
賞
者
、
一
般
招
待
者
な
ど

約
3
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　倉嶋
市
長
は
式
辞
で
、「
多
く
の
皆

様
に
、
こ
の
笛
吹
市
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
笛
吹
市
に
来
て
い
た
だ
く
、
そ
し

て
笛
吹
市
で
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を

目
指
し
て
、
日
本
一
の
桃
源
郷
で
あ
る

笛
吹
市
を
次
の
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ

う
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

▼
功
績
者
表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）

○
宮
澤

　黎夫
（
公
平
委
員
）

○
荻
野

　勇夫
（
前
農
業
委
員
）

○
㈱
小
山
電
気

　代表
取
締
役

　

　小山

　政彦
（
篤
志
寄
附
）

○
萩
原

　茂夫
（
篤
志
寄
附
）

○
㈱
佐
野
緑
化
土
木

　代表
取
締
役

　佐野

　治一
（
篤
志
寄
附
）

○
公
益
財
団
法
人

　

　北野
生
涯
教
育
振
興
会
（
篤
志
寄
附
）

○
宮
本

　和郎
（
篤
志
寄
附
）

○
山
梨
県
遊
技
業
協
同
組
合

　
（
篤
志
寄
附
）

○
米
沢
藩
古
式
砲
術
保
存
会

（
毎
年
川
中
島
合
戦
戦
国
絵
巻
に
出

演
し
、
観
光
振
興
に
寄
与
）

○
㈱
セ
ル
バ
（
篤
志
寄
附
）

○
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
コ
ル
モ
ラ
ン

　
（
篤
志
寄
附
）

○
ア
ピ
タ
石
和
店
（
篤
志
寄
附
）

○
御
坂
会
（
篤
志
寄
附
）

○
笛
吹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
（
篤
志
寄
附
）

○
笛
吹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
（
篤
志
寄
附
）

　この
ほ
か
、
市
発
展
の
た
め
多
大
な

ご
功
績
、
ご
努
力
を
い
た
だ
い
た
公
職

退
任
者
・
行
政
区
長
退
任
者
の
方
々
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

笛
吹
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
開
催

市制施行10周年
ま
い
し
ん

受賞者を代表して謝辞を述べられた宮澤黎夫さん

○ドイツ連邦共和国の南西部バーデン・ヴュルテンベルク州の北部マイ
ン＝タウバー郡に属する
○森や牧草地に囲まれた中世都市の歴史を持つ人口2万2千人の美しい都
市

　温泉リゾート、温泉療法の先進地としてのつながりから平成3年5月26
日、友好交流約定書に調印（石和町）、平成4年11月15日に友好調印（バ
ート・メルゲントハイム市）を行う。
　平成5年に石灯籠を贈呈し、平成6年に友好の鐘（現在の市役所保健福
祉館屋上に設置）が贈呈される。これまで訪問15回、来訪15回にわたり、
交流の輪を広げている。

バ
ー
ト
・
メ
ル
ゲ
ン
ト
ハ
イ
ム
市
友
好
使
節
団
が
記
念
式
典
に
参
加

　笛吹
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
・
メ
ル
ゲ
ン
ト

ハ
イ
ム
市
（
以
下
、
バ
ー
ト
市
）
か
ら
18
人
の
友
好
使
節
団
が
笛

吹
市
を
訪
れ
、
記
念
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　昨年
11
月
、
笛
吹
市
民
を
主
体
と
す
る
友
好
交
流
視
察
団
21
人

が
バ
ー
ト
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
に
よ
り
、
バ
ー
ト
市
交
流
会

（
根
津
和
彦
会
長
）
が
組
織
さ
れ
、
今
回
、
バ
ー
ト
市
友
好
使
節
団
の
受
け
入
れ
に

際
し
、
中
心
的
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　バー
ト
市
友
好
使
節
団
は
、
10
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
笛
吹
市
に
滞
在
し
、
記

念
式
典
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
八
代
ふ
る
さ
と
公
園
で
交
流
記
念
植
樹
、
県
立
博
物

館
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

　滞在
期
間
中
、
２
度
の
交
流
会
が
開
か
れ
、
バ
ー
ト
市
交
流
会
を
中
心
に
市
民

レ
ベ
ル
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
市
民
レ
ベ
ル

の
交
流
を
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、「
バ
ー
ト
市
交
流
会
」
と
と
も
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
流
を
記
念
し
、
八
代
ふ
る
さ
と
公
園
に

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
植
樹

友好の鐘

ウ
ド
市
長
（
写
真
左
）
と
バ
ー
ト
市
国
際
交
流

委
員
会
笛
吹
部
長
の
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ド
ェ
ナ
ー
さ

ん
（
写
真
右
）

交
流
を
記
念
し
、
八
代
ふ
る
さ
と
公
園
に

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
植
樹

　笛吹市制施行10周年を心からお祝い申し上げます。
笛吹市とバート市は20年を越える交流があり、バート
市にとってもお祝いです。
　私たちは遠く離れていて、頻繁に行き来することは
できませんが、いつでも、お互いを大切に思っていま
す。
　笛吹市がさらに発展し、市民の皆さんが「住んでよ
かった」と思う市になることを祈っています。お互い
の大きなGewinn（プラス）になるように、私たちの
友好関係をもっと深めていきましょう。

記念式典でのバート市ウド・グラットハール
市長のあいさつ文（一部を紹介）

バート・メルゲントハイム市

～日本一桃源郷　笛吹市、
　　　新たな一歩を踏み出す～

交流の経緯
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笛
吹
市
民
ま
つ
り
開
催  

〜
知
る
、体
験
す
る
、そ
し
て
楽
し
む
〜

　10
月
12
日
、
市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
、
石
和

農
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
石
和
清
流
館
で
、
笛
吹
市
民

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　笛
吹
市
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に
笛
吹
市
を
も
っ

と
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
内
の
様
々

な
商
店
や
企
業
、
市
民
団
体
な
ど
が
集
ま
り
、
活
動

紹
介
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
発
見

や
交
流
が
生
ま
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　来
年
度
以
降
も
市
民
を
主
体
と
す
る
実
行
委
員
会

を
中
心
に
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑦

①

②③④

⑤⑥

①②太鼓やダンス、郷土芸能な
どのステージ発表
③市内の商店や企業、市民団体、
市役所各部局によるフリーマ
ーケットやフードコート、物
販、展示・PR
④救急車の展示や煙体験
⑤子どもたちが遊びながらポイ
ントを貯め、いらなくなった
おもちゃと交換し合う「かえ
っこバザール」
⑥リングスルーやスポーツ吹き
矢などの軽スポーツを楽しむ
「ふれあいスポーツフェスティ
バル」
⑦大盛況の市民まつりの後、ス
コレーセンターで開催された
市・教育委員会・財団主催の
コンサート「笛の音が風に乗
って」。芹洋子さんや雨宮知子
さんらが出演

　笛吹市民まつりに先立ち、10月4日に
「笛吹をみがこうプロジェクト」が行われ、
石和温泉駅前通りや金川の森周辺の道路
などを中心に清掃活動を行いました。
　多くの市民まつり出展者・市民団体・
スポーツ少年団の皆さんなど総勢200人の参加がありまし
た。可燃ごみ340kg、ビン・カン各10kgの回収があり、笛
吹市民まつりに向け、美しい環境になりました。
　また、笛吹市が花いっぱいのまちになるよう、参加者には
ナデシコとサクラソウの苗が配られました。

笛吹市男女共同参画推進委員会
No.96

　年の瀬も迫ってきました。今回は私た
ち男女共同参画推進委員会の活動から2
つの報告をします。
　1つ目は、笛吹市教育協議会の「自立
と共生の教育」部会による、石和西小学
校2年生（担任：長田る美先生）の授業
参観と研究会・学習会に参加しました。
　主題は「自分らしさ」、学級活動の授
業です。自己肯定感が外国に比べ持ちに
くいといわれる日本の子どもたちに、「あ
なたの持っているよさを大切にしよう
ね」と伝える内容でした。男女20人の明
るく元気な子どもたちが、真剣に話し合
う姿が印象的でした。
　「小学校2年生らしく、『ぼくの、わた

しのいいところ』をもっともっと出し合ってもよかったかな」という声も聞かれました。多忙といわれ
る学校教育の現場で、こうした地道な取り組みが行われることが、何よりも大切だと感じました。
　2つ目は、10月12日、私たちのまち笛吹市が誕生して10年目の記念式典と市民まつりが盛大に開催
されました。男女共同参画推進委員会では、まつり会場の石和農村スポーツ広場で職場部会のメンバー
が、フードコートでフランクフルトの販売をしながら来場者にアンケート調査を行い、他の部会のメン
バーは男女共同参画推進の啓発ティッシュを配布しました。　
　アンケートの設問内容と結果を報告します。

　さあ、このことから何が読み取れるでしょうか？
　男女共同参画を推進している人たちにとっては、当たり前になっている「ワーク・ライフ・バランス
＜仕事と生活の調和＞」の考え方はもちろん、言葉も3分の2の方が知らない現実。厳しく受け止めます。
逆に、産前産後休暇や育児休暇の普及率は、7割の方が行使できているようです。
　この催しに参加した子育て中の方々への質問でしたが、誰もが住みよい
笛吹市にするため私たちもさらにがんばらなければと思いました。

■問合せ先　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎ 055（262）4111

ワーク・ライフ・
バランスに取り
組んでいる企業
の業績は伸びて
いるらしいよ！

充実した生活
には必要な考
え方だよね。

笛ちゃん 吹ちゃん

【自立と共生の授業の様子】

○あなたはワーク・ライフ・バランスという言葉を、聞いたことがありますか？（回答者
194人）
　はい、あります…70人（36%）　いいえ、ありません…124人（64%）
○あなたの職場では産前産後・育児・介護休暇をとることができますか？（回答者166人）
　はい、できます…115人（69%）　いいえ、できません…51人（31%）
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考えよう！ 公共施設 ③

＜シリーズ＞ 公共施設白書
　市民の皆さんとこれからの公共施
設のあり方について考えるためのシ
リーズ第3回目です。前回は、公共施
設白書をもとに市の公共施設の現状
をお知らせしました。今回は、施設の
更新費用についてです。

　合併後の歳出実績は増加傾向にありますが、中期財政計画における見通しでは平成29年度には減少傾向に
転じます。
　歳出を区分別に見ると、社会保障や福祉などに充てられる扶助費、将来に返済義務がある公債費は総額が
大きくなるとともに、歳出全体に占める割合が平成17年度から29年度にかけて高まっていきます。扶助費や
公債費を確保するために、公共施設の更新などの財源となる普通建設事業費の縮小は避けられません。この
ため、普通建設事業費は、石和温泉駅周辺整備事業などの大型事業が終了する平成26年度の70億円から平
成29年度には21億円まで縮小することが推測されます（グラフ1）。

　市が保有する公共施設や道路、橋りょうなどのインフラ（上下水道施設を除く）を全て保有するとし、改修
単価など一定の条件のもとで、公共施設は、建築後30年で大規模改修、60年で建て替え、道路は15年で更
新、橋りょうは60年で更新などを行った場合を試算したところ、更新費用は、今後の40年間で公共施設が
947億円、インフラ資産が805億円で計1,752億円、年平均で公共施設23.7億円、インフラ資産20.1億円で
43.8億円（現在の1.3倍）の支出が必要になり、毎年27億円が不足することが、公共施設白書により分かっ
てきました（グラフ2参照）。

　いっそう厳しさを増す財政状況の中で、今ある公共施設をその
まま維持していくのは非常に困難な状況です。
　公共施設の更新などに係る財政負担を少しでも緩和するため
には、施設の更新を計画的に行い、支出を平準化させ、単年度
にかかる負担を減らしていくことが効果的です。
　今後は、人口減少や少子高齢化が進展する将来を見据えた上
で、施設の有効活用や、身の丈にあった施設の保有量の実現、
持続可能な市民サービスの提供を目指して、市民の皆さんと情
報を共有しながら、公共施設の再配置については、統廃合や複
合化、新設抑制などを行っていく必要があります。

『厳しい財政状況』

　市では、公共施設の新設や維持・更新（修繕･建て替え）やインフラ（道路など）の整備をするため、合
併後の平成１７年度以降、平均33.5億円/年の費用をかけています。
　ところが、中期財政計画による歳出の見通しから、平成29年度には普通建設事業費が21億円となり、過去
の実績からその中で公共施設事業費およびインフラ資産整備費に充てられる費用を試算すると、将来的に歳
出可能な公共施設更新額は公共施設が8.2億円/年、インフラ資産整備費8.6億円/年と推測され、年間で
16.8億円（現在の50％）の費用しかかけられなくなってしまいます。

『公共施設更新可能額』

グラフ1　建築年度別の公共施設整備の実績（延床面積ベース）

過去実績 中期財政計画

普通建設事業費の縮小

扶助費・公債費の増加

人件費

その他

普通建設事業費

補助金等

物件費

公債費

扶助費

『公共施設の将来更新費の推計』

道路

次回の広報ふえふき1月号では、用途別に見た公共施設の現状と課題などについて掲載します

グラフ２　公共施設およびインフラ資産の将来更新費推計

■築後51年以上の建替え費 ■築後31年以上50年以内の大規模改修費 ■築後30年時の大規模改修費 ■道路更新費 ■橋りょう更新費

80億円

70億円

60億円

50億円

40億円

30億円

20億円

10億円

0億円

公共施設およびインフラ資産更新費
43.8 億円/年

公共施設およびインフ
ラ資産の更新可能額
16.8 億円/年

築後51年以上

築後31年以上
50年以内

築後30年時

橋りょう

■問合せ先　経営企画課　経営政策担当　☎055（262）4111
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12月は「市税滞納 整理強化月間」です

平成25年度 差押え実績

区　分

不動産

動　産

自動車

預貯金

給　与

家　賃

保　険

件数

24

 4

 2

487

3

 2

50

換価額 7,465万5,937円

平成２5年度 差押え物件の換価による徴収額

財産が差押えになると
預貯金　預貯金の口座を差押さえると、預貯

金の引き出しができなくなります。市
は、滞納税額を金融機関から直接取り
立てます。

給　与　お勤めの会社へ直接給与支払いの調
査を行います。差押さえた給与のうち
から毎月一定額を給与支払い者から直
接取り立てます。

自動車　タイヤロックするので運行ができな
くなります。それでも納付がない場合
は自動車の公売を実施し、売却代金を
滞納税に充てます。

動　産　自宅などを捜索し、差押さえた動産
はインターネット公売により売却し、
代金を滞納税に充てます。

不動産　所有する不動産を差押さえて公売を
実施し、売却代金を滞納税に充てます。

その他　生命保険なども差押さえて滞納税へ
充当します。

納期内納付のお願い 市税の差押えなどの処分を強化しています
　市税は、私たちが安心して健康な暮らしをするためのさまざまな事業を進めるうえで重要な
財源です。市では、市税滞納額の縮減と徴収率向上を目指し、12月を滞納整理強化月間とし
て、税収の確保に努めます。

○納付相談・納付催告に応じない人には滞納処分により強制的に徴収します
　納期が過ぎても未納の人には、督促状や催告書で納付を促していますが、大多数の人が納期
内に納付されている中で、再三の催告にもかかわらず滞納を続けている人には、税負担の公平
性や市民としての負担の義務を果たしていただくため、財産の差押えなどの滞納処分を執行し
ています。

　市税は、定められた期限までに自主的に納めていただくものです。
　納期限を過ぎると、納期内に納めた人との公平性を保つため、本来の税額のほかに延滞金も併
せて納めていただいています。また、財産の差押えなどの滞納処分を受けることにもなります。
　このように市税の滞納は、納税者にとって不利益となるだけではなく、滞納した市税を徴収する
ために、市の貴重な財源が使われることになりますので、必ず納期限までに納付をお願いします。

○納期限を過ぎると延滞金（年9.2パーセント）がかかります
　納期限までに完納されない場合は、納期限の翌日から納める日までの期間の日数に応じ、年
9.2％の割合で延滞金がかかります。ただし、翌日から1カ月以内の期間は年2.9％ (平成26年1月
1日～ 12月31日)となります。

○納税は便利な口座振替をご利用ください

　滞納事案の中には、複雑で専門的な対応が必要な場合があります。このような事案は、
山梨県地方税滞納整理推進機構および県と共同で滞納整理に当たっています。
　また、市県民税の滞納については、山梨県総合県税事務所に移管し滞納整理を行うな
ど、収納体制を強化して、滞納整理を進めています。

収納体制を強化しています
　災害や盗難、本人や家族の病気、事業の休廃止、失業などやむを得ない事情により市
税の納付が困難な場合は、ひとりで悩まず、放置せずに早めにご相談ください。生活状
況や財産の取得状況などを詳しくお聞かせいただいたうえで、一括納付すると最低限の
生計の維持が困難と判断できるときは、分割納付に応じることもできます。まずは、納
付できない理由をお聞かせください。　

納税が困難な人は、ひとりで悩まず
放置せず、早めに相談を

キャッシュカードで口座振替手続きを
　市役所窓口で口座振替手
続きがキャッシュカードで
できるサービスもありま
す。納付書裏面に記載（笛
吹農業協同組合、フルーツ
山梨農業協同組合を除く）
の、指定する金融機関のキ

ャッシュカード（普通口座・総合口座）を、
市役所市民窓口館収税課および国民健康保険
課窓口までお持ちください。
　手続きは、専用機でカード情報を読み込み、
お客様ご本人にカードの暗証番号を入力して
いただくと、その場で手続きが完了します。

口座振替手続きは金融機関で
　金融機関、ゆうちょ銀行に預金口座のある
人ならどなたでもご利用できます。納付書裏
面に記載の、指定する金融機関に備え付けの
「口座振替依頼書」により金融機関の窓口へ直
接お申し込みください（納税通知書・預金通
帳・口座届出印が必要です）。
　口座振替をご利用いただくと、指定された
口座から納期限日に自動的に市税を納めるこ
とができますので、納め忘れがなくなります。
ぜひ、ご利用ください。
※市県民税特別徴収・法人市民税・入湯税に
ついては、口座振替ができませんのでご注
意ください。

■問合せ先　収税課　収納担当　☎055（262）4111
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172,200円

157,900円

195,700円

184,200円

198,300円

129,200円

140,100円

149,800円

諸手当
3億4,011万円

12%

その他
96億870万円
30%

公債費
40億4,389万円

13%

320,471円

303,911円

309,327円

313,351円

262,700円

期末・勤勉手当
7億4,820万円

25%

○職種や職務に応じた給料表に定める額 
○配偶者13,000円、その他6,500円 
○借家の場合、家賃が12,000円を超えるときに支
給し、家賃の額に応じ最高27,000円まで
○運賃55,000円までは全額支給
　自動車使用者は、通勤距離に応じ支給

○危険・困難・不健康な勤務についたとき 
・防疫等作業手当：作業1日につき290円 
・行旅病人取扱手当：病人1人1,800円、死体1体
6,000円
・救急業務従事手当：出動１回につき200円 
（救急救命士の資格に係る処置を実施した場合
300円を加算）
・災害業務従事手当：出動1回につき500円 
○正規の勤務時間を超えて勤務したとき 
○管理職手当など 
管理職手当：管理または監督の地位にある職員
のうちその職務の特殊性に基づき規則で定めら
れた職にある者に支給
役職に応じて25,400円～ 78,200円を支給

○職種○ボーナスに相当する手当 
　（年間3.95カ月） 
○退職したとき 
　（勤務年数に応じ0.6 ～ 52.44カ月） 

市
職
員
の
給
与
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
職
員
の
給
与
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　市
の
人
事
行
政
の
運
営
に
お
け
る
公
正
性
と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
地
方
公
務
員
法
や
市
の
条
例

に
基
づ
き
、
職
員
の
任
用
、
職
員
数
、
給
与
そ
の
他
の
人
事
に
関
す
る
運
営
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　「
笛
吹
市
の
給
与
・
定
員
管
理
等
に
つ
い
て
」
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼給与費の状況
　（平成25年度普通会計決算）

▼歳出に占める人件費の状況
　（平成25年度普通会計決算）

計29億4,613万円
100%

職員１人当たり
給与費 527万円

給　料
18億5,782万円

63%

期末・勤勉手当
7億4,820万円

25%

諸手当
3億4,011万円

12%

計314億2,151万円 
100%

人件費
43億8,604万円

14%

その他
96億870万円
30%

扶助・補助費
78億1,372万円

25%

公債費
40億4,389万円

13%

投資的経費
55億6,916万円

18%

▼平均給料月額(平成26年4月1日）

消防職

福祉職

看護・保健職

技能労務職

一般行政職 （平均年齢42.3歳）

（平均年齢 36.5歳）

（平均年齢40.8歳）

（平均年齢42.2歳）

（平均年齢52.3歳）

▼初任給の状況（平成26年4月1日）

消防職（高卒）

消防職（大卒）

福祉職（大卒）

看護・保健職（大卒）

技能労務職（高卒）

行政職（高卒）

行政職（短大卒）

行政職（大卒）

313,700円

266,600円

306,400円

358,600円

274,000円

▼経験年数別平均給料月額の状況
　（平成26年4月1日）

■勤続年数10年 ■勤続年数15年 ■勤続年数20年

行政職（高卒）行政職（大卒）

※高卒の経験年数10年については、該当者
がいません。

▼部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

部　門

一般行政部門

合　　計

特別行政部門

公営企業等
会計部門

議　会
総　務
税　務
労　働
農林水産
商　工
土　木
民　生
衛　生
　小計
教　育
消　防
　小計
水　道
下水道
その他
　小計

区　分
平成25年

6
122
37

21
10
33
131
37
397
80
85
165
22
12
32
66
628

職員数
平成26年

6
119
36

21
9
32
131
39
393
80
85
165
22
12
30
64
622

対前年
増減数

0
△ 3
△ 1
0
0

△ 1
△ 1
0
2

△ 4
0
0
0
0
0

△ 2
△ 2
△ 6

主な増減理由

退職職員の不補充および事務の統廃合
事務の統廃合および縮小

事務の統廃合および縮小
事務の統廃合および縮小

業務拡大に伴う増員

事務の統廃合および縮小

（注）1　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含
み、臨時または非常勤職員を除いている。

▼給与の種類と内容（平成26年４月１日現在）

毎月決まって支給され
るもの

臨時に支給されるもの

特殊な職務や特殊な勤
務についたとき実績に
応じて支給されるもの

給

　与

●給料 
●扶養手当 
●住居手当 

●通勤手当

●期末・勤勉手当 

●退職手当

●特殊勤務手当 

●時間外勤務手当 
●その他

■問合せ先　総務課　人事給与担当　☎055（262）4111
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特
定
健
康
診
査
は

お
済
み
で
す
か
？

平
成
26
年
度
特
定
健
康
診

査
【
情
報
提
供
】
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

　平
成
26
年
度
の
笛
吹
市
集
団
健
診
が

す
べ
て
の
地
区
で
終
了
し
ま
し
た
。
国

民
健
康
保
険
加
入
（
昭
和
15
年
4
月
1

日
〜
昭
和
50
年
3
月
31
日
生
）
の
方
で

ま
だ
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な

い
方
は
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
個
別
医

療
機
関
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　市
で
は
、
特
定
健
康
診
査
の
結
果
を

ご
提
供
い
た
だ
く
こ
と
で
、
特
定
健
康

診
査
実
施
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　対
象
者
の
皆
さ
ん
は
、
特
定
健
康
診

査
の
情
報
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　対
象
は
国
民
健
康
保
険
加
入
（
昭
和

15
年
4
月
1
日
〜
昭
和
50
年
3
月
31
日

生
）
の
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

○
基
本
的
な
健
診
を
か
か
り
つ
け
医
で

受
診
し
て
い
る
方

　情
報
提
供
票
同
意
書
に
ご
署
名
い

た
だ
き
、
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
情
報
提
供
の
実
施
医
療
機
関
が
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。
笛
吹
市
以
外
で
県
内

の
医
療
機
関
に
受
診
し
て
い
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
職
場
で
健
診
を
受
診
し
た
方

　職
場
健
診
で
の
健
診
結
果
と
質
問

票
を
国
民
健
康
保
険
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
に
は
、
既
に
通
知
が
郵
送
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　国
民
健
康
保
険
課

国
保
保
健
指
導
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養

費
制
度
」
は
、
同
じ
世
帯
で
医
療
と
介

護
の
両
方
を
利
用
し
た
際
の
負
担
合
計

が
、
所
得
や
年
齢
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

に
設
定
さ
れ
た
負
担
限
度
額
を
超
え
た

場
合
に
、
申
請
す
る
こ
と
で
、
そ
の
差

額
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　今
回
、
こ
れ
ら
両
方
の
自
己
負
担
額

が
高
額
に
な
っ
た
世
帯
に
、
高
額
介
護

合
算
療
養
費
支
給
申
請
勧
奨
通
知
が
送

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
の
方
全
員
に
つ
い

て
、「
平
成
25
年
8
月
〜
平
成
26
年

7
月
」
ま
で
の
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
、
基
準

額
を
超
え
た
世
帯

▼
送
付
時
期

　平
成
27
年
1
月
に
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
支
給
の
お
知
ら
せ
に
は
仮
計
算
の
結

果
、
支
給
で
き
る
見
込
額
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
他
注
意
事
項

○
申
請
は
平
成
26
年
7
月
31
日
に
住
所

の
あ
っ
た
市
町
村
窓
口
で
受
け
付
け

ま
す
。

○
支
給
を
受
け
る
に
は
、
必
ず
申
請
が

必
要
で
す
。

○
申
請
時
に
は
、
郵
送
物
に
同
封
さ
れ

て
い
る
「
申
請
書
」
お
よ
び
「
支
給

申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」、
印

鑑
、
振
込
先
口
座
の
分
か
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
被
保
険
者
ご
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
は
法
定
相
続
人
の
方
の
申
請
と

な
り
ま
す
が
、
別
途
誓
約
書
の
記
入

お
よ
び
戸
籍
な
ど
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
に
は
申
請
の
対
象

と
な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
（
申
請
す
る
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　平
成
25
年
8
月
〜
平
成
26
年
7
月
ま

で
の
間
に
…

○
市
町
村
を
越
え
て
転
居
さ
れ
た
方

○
他
の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
制

度
に
移
ら
れ
た
方

○
死
亡
さ
れ
た
方
の
法
定
相
続
人

※
具
体
的
な
手
続
き
や
ご
不
明
な
点
に

つ
い
て
は
、
次
の
窓
口
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　☎
0
5
5（
2
3
6
）5
6
7
1

・
国
民
健
康
保
険
課

　高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
通
信

〜
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
に
〜

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険（
以
下「
国
保
」）の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
費
と
健
康
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〜
高
額
介
護
合
算
療
養
費
支
給
申
請
勧
奨
通
知
が

　送
付
さ
れ
ま
す
〜

後
期
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

24,600円35,400円住民税非課税世帯（Ｃ）
80,100円＋（医療費の総額-267,000円）×1％

44,400円医療費が267,000円を超えた場合の自己負担限度額
一般（B）

83,400円

80,100円

上位所得者（A）

（旧ただし書所得600万円以下）

（旧ただし書所得600万円超）
150,000円＋（医療費の総額-500,000円）×1％
医療費が500,000円を超えた場合の自己負担限度額

150,000円
限度額（4回目以降）限度額（3回目まで）所得区分

○月ごと（1日から月末まで）に計算します。
○同じ医療機関でも、医科と歯科、入院と外来は別計算となります。
○２つ以上の医療機関にかかった場合には、別計算となります。
○入院時の食事代やベッド代などの保険給付対象とならないものは含まれません。

○対象者には診療月から約3カ月後に申請書類が市役所から届きます。
○申請には領収書が必要となりますので大切に保管しておいてください。
○病院の窓口で自己負担限度額までの支払いで済むための限度額適用認定証があります（詳
しくは、市役所へお問い合わせください）。

　高額療養費は、医療機関に支払った自己負担額が自己負担限度額を超えた場合に申請により高額
療養費が支給される制度です。
　下の表のとおり平成27年1月診療分からこの自己負担限度額が今までの3区分から5区分に変更に
なります。ただし、70歳から74歳までの方については、変更ありません。

● 《70歳未満の方の自己負担限度額（月額）》 ●

区
分
ア

140,100円
901万円超
旧ただし書所得

252,600円＋（医療費の総額-842,000円）×1％
医療費が842,000円を超えた場合の自己負担限度額

252,600円

区
分
イ

93,000円
600万円超901万円以下

旧ただし書所得

167,400円＋（医療費の総額-558,000円）×1％
医療費が558,000円を超えた場合の自己負担限度額

167,400円

区
分
ウ

44,400円
210万円超600万円以下

旧ただし書所得

80,100円＋（医療費の総額-267,000円）×1％
医療費が267,000円を超えた場合の自己負担限度額

80,100円

区
分
エ

44,400円
210万円以下
旧ただし書所得 57,600円

区
分
オ

24,600円住民税非課税世帯 35,400円

限度額（4回目以降）限度額（3回目まで）所得区分

● 高額療養費のポイント ●

● 申請手続きなど ●

高額療養費の自己負担限度額が変わります

■問合せ先　国民健康保険課　国保総務担当　☎055（262）4111

※「旧ただし書所得」とは、総所得金額などから基礎控除額（33万円）を差し引いた額のことです。

平成27年1月1日から、所得区分と自己負担限度額が以下のように変更されます。
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催
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催
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第
2
回
　
灯
り
講
座

　
針
金
と
和
紙
で
、
コ
ン
セ
ン
ト
ラ
イ

ト
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
13
日（
土
）

　
午
後
1
時
〜
3
時

▼
場
所
　
春
日
居
郷
土
館
　
研
修
室

▼
講
師
　
生
原
き
み
ほ
氏
（
灯
り
工
房

「
庵
L
y
s
」
主
宰
）

▼
定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
3
5
0
0
円

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、

作
品
を
持
っ
て
帰
る
た
め
の
袋

▼
申
込
期
間
　
12
月
1
日（
月
）〜
10
日

（
水
）　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

（
火
曜
日
を
除
く
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

音
楽
と
灯
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
灯
り
と
演
奏
で
彩
る
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
者
（
先
着
１
５

０
人
）
に
は
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
か
ら
ミ
ニ

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

▼
日
時

　
12
月
21
日（
日
）

　
午
後
1
時
〜
3
時

▼
場
所

　
春
日
居
郷
土
館

▼
内
容
　
オ
カ
リ
ナ

・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
・
ピ
ア
ニ
カ

の
演
奏
、
音
楽
グ

ル
ー
プ
「
ト
イ
ボ

ッ
ク
ス
」
の
出
演

※
申
し
込
み
不
要

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
郷
土
館
・
小
川
正
子
記
念
館

　
☎
0
5
5
3（
2
6
）5
1
0
0

山
梨
英
和
高
等
学
校
聖
歌
隊 

ハ
ン

ド
ベ
ル
・
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
山
梨
英
和
高

等
学
校
は
今
年

創
立
1
2
5
年

を
迎
え
た
、
歴

史
あ
る
キ
リ
ス

ト
教
主
義
の
女

子
中
･
高
一
貫

校
で
す
。
今
年

の
N
H
K
朝
の

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
花
子
と
ア
ン
」
で

は
、
本
校
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
村
岡
花

子
先
生
の
活
躍
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
聖
歌
隊
は
、
校
内
で
の
礼
拝

や
コ
ン
ク
ー
ル
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

の
演
奏
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

音
楽
の
楽
し
み
を
共
有
し
た
い
と
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
年
も
会
場
で
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
20
日（
土
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー  

集
会
室

▼
曲
目
　
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
、
恋
人
が
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
は
、
1
9
6
4
年
の
結
成
以
来
、
完

全
ア
マ
チ
ュ
ア
主
義
の
も
と
、
ラ
イ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト
、
催
事
へ
の
出
演
、
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

多
方
面
に
わ
た

り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
交
え
て
の

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
12
月
23
日（
火
・
祝
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目
　
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、
シ
ン

グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　（
公
財
）ふ
え
ふ
き
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

蒔
作
り
体
験
会

　
端
材
や
廃
材
を
使
っ
て
、
昔
な
が
ら

の
蒔
作
り
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
6
日（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
公
園
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
弦
間
和
仁
氏
（
㈲
弦
間
林
業
）

▼
定
員
　
20
人 

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

松
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
公
園
の
松
ぼ
っ
く
り
を
積
み
上
げ
て

巨
大
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま

す
。
松
ぼ
っ
く
り
で
ミ
ニ
ツ
リ
ー
も
作

っ
て
持
ち
帰
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
7
日（
日
）・
14
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

▼
場
所
　
公
園
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
公
園
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

▼
定
員
　
20
人
（
各
回
）

▼
参
加
費
　
無
料

ク
レ
イ
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う

　
松
ぼ
っ
く
り
や
樹
脂
粘
土
を
使
っ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
を
作
り

ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
13
日（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
公
園
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
吉
原
ゆ
か
り
氏
（
ク
レ
イ
ア

ー
ト
ス
タ
ジ
オ
キ
ャ
ラ
メ
ル
代
表
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座  

寄
せ
植
え
体
験

　
季
節
の
草
花
を
使
っ
て
、
お
正
月
用

の
寄
せ
植
え
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
20
日（
土
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
公
園
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

い
ず
れ
も

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
F
A
X
、
E
メ

ー
ル
、
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
受
け

付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
金
川
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5

　
℻
0
5
5
3（
3
9
）9
8
2
1

　E-m
ail

　info@
kanegaw

a-park.com

　
神
社
境
内
を
観
察
し
な

が
ら
、
そ
の
前
後
に
関
連

し
た
図
鑑
や
絵
本
を
見
て
い
き
ま
す
。 

▼
対
象
　
小
・
中
学
生 

▼
日
時
　
12
月
7
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午 

※
荒
天
時
延
期 

▼
場
所
　
山
梨
岡
神
社
境
内
（
春
日
居

町
鎮
目
） 

▼
講
師
　
植
原
彰
氏
（
乙
女
高
原
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
代
表
世
話
人
） 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
後
援
　
市
教
育
委
員
会 

▼
助
成
　
子
ど
も
ゆ
め
基
金
（
独
立
行
政

法
人  

国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
） 

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
お
は
な
し
の
へ
や 

も
も
（
馬
場
）

　
☎
・
℻
0
5
5
3（
2
6
）3
0
6
5

▼
種
目
・
資
格

○
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

○
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
・
後
期
）

高
卒
（
見
込
み
含
む
）
21
歳
未
満
の

方
（
自
衛
官
は
23
歳
未
満
）

○
高
等
工
科
学
校
生
徒

・
推
薦
　
男
子
で
中
卒
（
見
込
み
含
む
）

17
歳
未
満
の
、
成
績
優
秀
か
つ
生
徒

会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
納

め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
方

・
一
般
　
男
子
で
中
卒
（
見
込
み
含
む
）

17
歳
未
満
の
方

○
貸
費
学
生
（
技
術
）

大
学
の
理
学
部
、
工
学
部
の
3
・
4

年
次
ま
た
は
大
学
院
（
専
門
職
大
学

院
を
除
く
）
修
士
課
程
在
学
（
正
規

の
修
業
年
限
を
終
わ
る
年
の
4
月
1

日
現
在
で
26
歳
未
満
〈
大
学
院
修
士

課
程
在
学
者
は
28
歳
未
満
〉）

○
予
備
自
衛
官
補

・
一
般
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

・
技
能
　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

な
ど
を
有
す
る
方
（
資
格
に
よ
り
53

歳
未
満
〜
55
歳
未
満
の
方
）

※
受
付
期
間
・
試
験
日
な
ど
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
自
衛
隊
　
甲
府
募
集
案
内
所

　
☎
0
5
5（
2
2
8
）6
4
2
7

至福のひとときを…

会場でお会いしましょう

in
fo
rm
a
tio
n
 in
fo
rm
a
tio
n
 in
fo
rm
a
tio
n

春
日
居
郷
土
館 

企
画
展

「
土
器
と
灯
り
〜
そ
し
て

ク
リ
ス
マ
ス
の
世
界
へ
」

関
連
イ
ベ
ン
ト
開
催

催

　し

市
制
施
行
10
周
年
を

記
念
し
た
財
団
イ
ベ
ン
ト

募

　集

お
お
ぞ
ら
の
下
の

お
は
な
し
会

自
衛
官
な
ど
を

募
集
し
て
い
ま
す

森
林
公
園
金
川
の
森

12
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

　正月飾りの作り
方を学び、わらを
使って作品作りを
楽しみます。

▼日時
　12月13日（土）
　午前9時～11時
30分

▼場所　八代郷土館
　（八代町南796　☎055-265-2647）

▼講師　福嶋孝一氏（エスプリガーデン代表）

▼定員　15人（市民優先）　 ▼参加費　無料

▼申込期間　12月1日（月）～ 10日（水）
　平日　午前8時30分～午後5時

▼申込方法　電話でお申し込みください。

　笛吹市青少年育成推進協議会は小学生を対象に百人
一首大会を開催します。おうちの人と一緒に練習して、
大会に参加しましょう。

▼日時　12月14日（日）午前9時～正午

▼場所　スコレーセンター

▼対戦方法　五色百人一首使用。小学校1年生から3年
生はピンクとブルーの40枚、小学校4年生から6年生
はイエローとピンクとグリーンとオレンジの80枚
で、最後の1回戦は100枚で行います。

八代郷土館 正月飾りを作ろう！

■申込・問合せ先  文化財課 ☎055（261）3342

小学生百人一首大会　参加者募集

■申込・問合せ先
　生涯学習課  生涯学習担当  ☎055（261）3339
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催
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講
座
・
教
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康
・
福
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子

育

て

生
活
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環
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

▼
対
象
　

○
市
民
で
表
に
該
当
の
あ
る
生
年
月
日

の
方

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で
、
心

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い

を
有
す
る
方
や
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
障
が
い

を
有
す
る
方
…
手
続
き
が
必
要
で

す
。
主
治
医
と
相
談
の
う
え
健
康
づ

く
り
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
該
当
の
方
で
あ
っ
て
も
、
す
で
に
成

人
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
実
施
期
限
　
3
月
31
日（
火
）ま
で

※
成
人
肺
炎
球
菌
の
助
成
の
対
象
期
間

は
１
度
き
り
で
す
。
本
年
度
対
象
年

齢
の
方
は
、
来
年
度
以
降
は
助
成
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
（
長
期
療
養
者

の
特
例
を
除
く
）。
ご
希
望
の
方
は

実
施
期
限
内
に
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

▼
接
種
場
所
　
市
と
契
約
し
て
い
る
医

療
機
関

※
必
ず
事
前
に
予
約
を
行
い
、
指
定
日

に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
費
用
　
接
種
費
用
の
う
ち
４
０

０
０
円
を
市
が
助
成
（
1
人
1
回
限

り
）
し
ま
す
。
医
療
機
関
に
よ
っ
て

接
種
費
用
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
差

額
分
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
接
種
の
際
に
は
、
市
か
ら
届
い
た
予

診
票
を
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
さ
れ
な

い
場
合
は
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当
　

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

（
要
介
護
認
定
の
あ
る
方
、
つ
る
か

め
塾
に
参
加
し
て
い
る
方
、
過
去
に

元
気
モ
リ
モ
リ
体
操
教
室
に
参
加
し

た
こ
と
が
あ
る
方
は
除
く
）

▼
内
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ジ
ム
を
中
心

に
し
た
教
室
で
す
。
集
団
指
導
日
以

外
に
は
、
ト
レ
ー
ナ
ー
と
約
束
し
た

日
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
指
導
が
受
け

ら
れ
ま
す
（
週
1
回
）。

▼
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2

　
団
塊
の
世
代
を
は
じ
め
と
す
る
ベ
テ

ラ
ン
層
を
対
象
に
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
地
域
福
祉
活
動
へ
の
参

画
を
目
指
す
「
傾
聴
（
相
手
の
話
に
耳

を
傾
け
る
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

を
実
施
し
ま
す
。
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
皆
さ
ん
自
身
の
生
き
が
い
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上

の
方

▼
日
時
　
12
月
17
日（
水
）・
20
日（
土
）、

1
月
10
日（
土
）・
14
日（
水
）

　
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

※
原
則
4
回
受
講
で
す
が
、
都
合
な
ど

あ
る
場
合
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
な
ぜ
傾
聴
が
必
要
な
の
か
、

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
上
の
心
構

え
、
傾
聴
す
る
と
い
う
こ
と
、
傾
聴

す
る
う
え
で
の
大
切
な
こ
と

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
12
月
12
日（
金
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会（
地
域
福
祉
課
）

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）5
1
8
2

書
道
教
室

　
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

▼
日
時
　
12
月
3
日
・
17
日
、
1
月
7

日
・
21
日
、
2
月
4
日
・
18
日
、
3

月
4
日
・
18
日
（
各
水
曜
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
創
作
活
動
室

▼
受
講
料
　
1
0
0
0
円
（
1
回
）

▼
持
ち
物
　
習
字
道
具
、
習
字
紙

韓
国
料
理
教
室

　
本
場
の
味
を
短
時
間
、
低
料
金
で
修

得
で
き
る
お
得
な
教
室
で
す
。
初
心
者

や
参
加
が
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
日
時
　
12
月
14
日（
日
）　
午
後
1
時

30
分
か
ら
（
2
時
間
〜
2
時
間
30
分
）

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
調
理
実
習
室

▼
メ
ニ
ュ
ー
　
本
格
韓
国
料
理
3
品

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
2
0
0
0
円
（
講
師
代
・

材
料
費
込
み
）

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
容
器

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ち
の
み
や
桃

の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）6
0
6
6

○
県
民
公
開
講
座
「
感
染
症
に
つ
い
て
」

▼
日
時
　
12
月
7
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
講
師
　
峡
東
保
健
所
　
地
域
保
健
課

　
大
沼
恵
氏
・
木
村
浩
之
氏

○
無
料
体
験
治
療

▼
日
時
　
12
月
7
日（
日
）

　
午
後
1
時
〜
3
時
（
受
付
は
午
後
2

時
30
分
ま
で
）

▼
施
術
者
　
峡
東
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

会
会
員
（
は
り
師
、
灸
師
、
あ
ん
ま

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
国
家
資
格

保
有
者
）

講
座
・
治
療
共
通
内
容

▼
場
所
　
加
納
岩
公
民
館
　
和
室
（
山

梨
市
上
神
内
川
3
8
7
|
1
）

▼
参
加
費
　
無
料
　

▼
共
催
　（
公
社
）山
梨
県
鍼
灸
マ
ッ
サ

ー
ジ
師
会

※
申
し
込
み
不
要

■
問
合
せ
先
　
峡
東
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
会
（
佐
々
木
）

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）1
8
3
4

　
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
職
・
就
業
を

目
指
し
、
住
宅
の
害
虫
駆
除
と
予
防
、

防
犯
・
防
災
対
策
ほ
か
、
暮
ら
し
の
身

近
な
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
決

と
対
策
の
ヒ
ン
ト
を
講
義
と
実
習
で
学

び
ま
す
。

▼
対
象
　
就
業
・
就
職
を
希
望
す
る
55

歳
以
上
の
方

※
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登

録
が
必
要
で
す
。

▼
日
時
　
1
月
19
日（
月
）〜
29
日（
木
）

の
間
の
7
日
間
　

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
20
人
　
▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
12
月
26
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
　

・（
公
社
）山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

　
☎
0
5
5（
2
2
8
）8
3
8
3

・（
公
社
）笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

　
☎
0
5
5
3（
3
9
）8
3
0
0

　
子
育
て
な
ど
で
離
職
中
の
女
性
を
対

象
に
、
就
職
活
動
に
必
要
な
情
報
提
供

や
準
備
を
行
い
、
再
就
職
へ
の
不
安
を

解
消
す
る
講
座
で
す
。

▼
対
象
　
就
職
を
希
望
す
る
女
性

▼
日
時
　
1
月
27
日（
火
）・
28
日（
水
）

・
29
日（
木
）、
2
月
3
日（
火
）・
4

日（
水
）・
5
日（
木
）【
6
日
間
】

　
午
前
9
時
〜
午
後
2
時
30
分

▼
場
所
　
ア
ド
ラ
ッ
ク
（
中
央
市
若
宮

4
9
|
7
）

▼
内
容
　
履
歴
書
作
成
・
面
接
準
備
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
、
職
場
見
学
　
な
ど

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
1
月
15
日（
木
）

※
託
児
施
設
の
無
料
利
用
が
で
き
ま
す

（
未
就
学
児
の
み
、定
員
5
人
）。

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
産
業
人
材
課
　

　
☎
0
5
5（
2
2
3
）1
5
6
7

▼
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
（
2
月

開
講
）〔
受
付
　
12
月
2
日（
火
）〜

1
月
26
日（
月
）〕

▼
社
会
保
険
実
務
（
2
月
開
講
）

　〔
受
付
　
12
月
16
日（
火
）〜
2
月
9

日（
月
）〕

※
講
座
内
容
や
日
程
な
ど
は
都
合
に
よ

り
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
県
立
産
業
技
術

短
期
大
学
校
　
塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
0
5
5
3（
3
2
）5
2
0
2

身
近
な
生
活
環
境

サ
ポ
ー
ト
講
習
会

山
梨
県
事
業「
女
性
の
再
就
職

支
援
訓
練
」受
講
生
募
集

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ

あ
い
文
化
館

　開
催
教
室

成
人
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

65
歳
か
ら
の

元
気
モ
リ
モ
リ
体
操
教
室

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

峡
東
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会

県
民
公
開
講
座
・
無
料
体

験
治
療

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
〜
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
学
ぼ
う
〜

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

昭和24年4月2日～昭和25年4月1日

昭和19年4月2日～昭和20年4月1日

昭和14年4月2日～昭和15年4月1日

昭和 9年4月2日～昭和10年4月1日

昭和 4年4月2日～昭和 5年4月1日

大正13年4月2日～大正14年4月1日

大正 8年4月2日～大正 9年4月1日

大正 3年4月2日～大正 4年4月1日

大正 3年4月1日以前

▼日時・場所・定員
○おおむね3カ月、12回（毎週）
○時間はいずれも午後1時30分～ 3時（個別指導時は除く）

クラス（場所） 集団指導日 定　員

13人
（先着順）

7人
（先着順）

モリモリ③一宮2
（いちのみや桃の里ス
ポーツ公園体育館）

モリモリ④八代2
（若彦路ふれあいスポ
ーツ館）

12月4日、1月15日、
2月19日・26日
（各木曜日）

12月3日、1月14日、
2月18日・25日
（各水曜日）
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催
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催

し
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ら
せ

募

集
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育

て

生
活
・
環
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　フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
で
は
、
行
政
の

福
祉
担
当
部
署
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
食
に
困
る
方

へ
食
品
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い

経
済
情
勢
が
続
く
中
、
失
業
者
や
ひ
と

り
親
家
庭
、
高
齢
者
の
方
な
ど
で
生
活

に
困
窮
す
る
方
が
増
え
て
お
り
、
た
く

さ
ん
の
食
品
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
食

品
は
常
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
食
を
必
要
と
す
る
方
た
ち
へ

お
届
け
す
る
食
品
を
住
民
参
加
で
集
め

る
取
り
組
み
と
し
て
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
も

し
く
は
職
場
に
眠
っ
て
い
る
食
品
を
ご

寄
付
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　12
月
2
日（
火
）〜
16
日（
火
）

▼
寄
付
食
品

　カ
レ
ー
な
ど
の
レ
ト
ル

ト
食
品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
・

パ
ス
タ
・
う
ど
ん
な
ど
の
麺
類
、
缶

詰
、
お
米
な
ど

▼
収
集
場
所

　市
社
会
福
祉
協
議
会

　

各
地
域
事
務
所

▼
注
意
事
項

○
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
い
て
1
カ

月
以
上
あ
る
も
の

○
未
開
封
で
あ
る
も
の

○
お
米
は
常
識
の
範
囲
で
古
く
な
い
も
の

■
問
合
せ
先

・
N
P
O
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨

　☎
0
5
5（
2
8
2
）8
7
9
8

・
市
社
会
福
祉
協
議
会

　地
域
福
祉
課

　本
所

　☎
0
5
5（
2
6
5
）5
1
8
2

　皆
さ
ん
の
善
意
に
支
え
ら
れ
る
献
血

で
、
病
気
や
け
が
で
苦
し
む
人
が
救
わ

れ
ま
す
。
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時

　12
月
25
日（
木
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所

　市
役
所
本
館
前
駐
車
場

▼
持
ち
物

　献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
各
種
保
険
証
な
ど
）

■
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　健
康
企
画
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、

遺
族
補
償
な
ど
）
を
受
給
し
て
い
る
方

は
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
成
26
年
12
月
以
降
は
、

年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い

方
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
手
当
を

受
け
取
れ
る
ケ
ー
ス

　

○
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母

な
ど
が
、
低
額
の
老
齢
年
金
を
受
給

し
て
い
る
場
合

○
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の

遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い

る
場
合

○
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死
亡

し
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族
厚
生

年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合

▼
申
請
方
法

　児
童
扶
養
手
当
を
受
給

す
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

○
児
童
扶
養
手
当
は
年
金
以
外
に
も
所

得
要
件
な
ど
の
一
定
の
要
件
と
審
査

が
あ
り
ま
す
。

○
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開

始
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま

で
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
こ
と

に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き

な
か
っ
た
方
の
う
ち
、
平
成
26
年
12

月
1
日
に
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方
が
、
平
成
27
年
3
月
ま
で
に
申

請
し
た
場
合
は
、
平
成
26
年
12
月
分

の
手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

　父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

の
ひ
と
り
親
、
父
ま
た
は
母
が
身
体
な

ど
に
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児

童
の
母
ま
た
は
父
、
あ
る
い
は
母
ま
た

は
父
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

こ
の
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　児
童
課

　児
童
家
庭
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

　次
に
該
当
す
る
方
の
自
家
用
自
動
車

燃
料
費
が
、
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動

車
燃
料
費
助
成
事
業
に
よ
り
助
成
さ
れ

ま
す
。

▼
対
象

　平
成
26
年
度
分
の
自
動
車
税

も
し
く
は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
て
い
る
方
、
ま
た
は
平
成
27
年
度

か
ら
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
で
、
障
が
い
の
程
度
が
次
に
該
当

す
る
心
身
障
害
者
ま
た
は
当
該
心
身

障
害
者
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
が
1

級
ま
た
は
2
級

○
療
育
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
障
が
い
の
程

度
が
A
‐
1
、
A
‐
2
a
、
A
‐
2
b

ま
た
は
A
‐
3

○
戦
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
障
が
い
の
程

度
が
特
別
項
症
、
第
1
項
症
ま
た
は

第
2
項
症

▼
助
成
対
象
と
な
る
期
間
・
燃
料

　平
成
26
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
、
税
の
減
免
を
受
け
た
自

動
車
ま
た
は
軽
自
動
車
で
消
費
す
る

た
め
購
入
し
た
燃
料
（
1
ℓ
あ
た
り

ガ
ソ
リ
ン
40
円
、
軽
油
18
円
）

▼
持
ち
物

○
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
請
求
書

○
宛
名
に
助
成
金
請
求
者
の
氏
名
が
記

載
さ
れ
た
領
収
書
お
よ
び
購
入
計
算

書
、
ま
た
は
支
払
い
証
明
書

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
（「
減
免

申
請
済
」
と
押
印
が
あ
る
も
の
）

○
印
鑑
、
減
免
者
の
車
検
証
お
よ
び
請

求
者
名
義
の
預
金
通
帳

▼
提
出
書
類
な
ど

　市
の
福
祉
総
務
課

の
窓
口
、
ま
た
は
、
峡
東
保
健
福
祉

事
務
所
・
福
祉
課
窓
口
に
備
え
て
あ

り
ま
す
。

※
受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
場

合
に
は
、
助
成
金
の
支
払
い
は
で
き

ま
せ
ん

■
問
合
せ
先

・
〒
4
0
5
|
0
0
0
3

　山
梨
市
下
井
尻
1
2
6
|
1

　東
山
梨
合
同
庁
舎
峡
東
保
健
福
祉
事

務
所

　福
祉
課

☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
5
0

℻
0
5
5
3（
2
0
）2
7
5
4

・
市
役
所

　福
祉
総
務
課

　障
害
福
祉

担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
3

　こ
こ
ろ
の
病
と
、
こ
こ
ろ
の
病
を
持

つ
方
へ
の
正
し
い
理
解
を
深
め
る
学
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

　市
民
で
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

心
の
あ
る
方

▼
日
時

　12
月
18
日（
木
）
　

　午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　

▼
場
所

　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
1
階

　

　会
議
室

▼
講
師

　野
沢
舞
氏
（
小
澤
こ
こ
ろ
の

ク
リ
ニ
ッ
ク 

精
神
保
健
福
祉
士
）
ほ

か
▼
定
員

　30
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

　無
料

▼
申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　市
社
会
福
祉
協

議
会

　障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」
（
渡
邊
）

☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7

　℻
0
5
5（
2
6
3
）1
7
6
9

こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
る

学
習
会

〜
献
血
に
ご
協
力
を
〜

気
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

子 

育 

て

ご
家
庭
・
職
場
に
眠
っ
て
い
る
食

品
を
ご
寄
付
く
だ
さ
い

第
11
回
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

心
身
障
害
者
の
自
家
用
自

動
車
燃
料
費
が
助
成
さ
れ

ま
す

平
成
26
年
12
月
1
日
か
ら

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
要

件
が
変
わ
り
ま
す

※峡東保健福祉事務所でも、1月7日（水）から2月6日（金）まで受け付けます。

▼受付日時・場所

持

　参

郵

　送

日　程

1月13日（火）
1月15日（木）
1月21日（水）
1月23日（金）
1月26日（月）

峡東保健福祉事務所福祉課宛に必ず郵便局の窓口を通して郵送してく
ださい。1月7日（水）～ 2月6日（金）までの消印のあるものが有効です（手
帳・車検証・預金通帳のコピーを添付）。

場　　所 受付時間

東山梨合同庁舎　101会議室
スコレーセンター　会議室・研修室
東山梨合同庁舎　101会議室
学びの杜みさか　講座教室
東山梨合同庁舎  101会議室

午前10時～正午、
午後1時～午後3時

　「夜眠れない」「（心配なことがあって）
食欲がない」「最近、何をするのもおっ
くうに感じる」「イライラすることが多
い」などの不調を感じていませんか。こ
ころからのSOSかもしれません。こころ
の病気は誰にでも起こりうる病気です。
　専門の医療機関になかなか足を運べ
ず1人で悩んでいる、ご家族で心配をし
ているなど、この
機会に専門医に相
談をしてみません
か。
　心療内科医、精
神保健相談員、保
健師が相談を担当
します。秘密は守
られます。

▼日時　12月8日（月）
　午後1時30分～ 4時

▼場所　市役所保健福祉館

▼担当医　根本直幸先生（あおぞら心
療内科クリニック院長）

▼申込方法　12月4日（木）までに電話
で予約してください。

こころの健康相談

■申込・問合せ先　健康づくり課
　健康企画担当 ☎055（261）1901

　市では、「歯周疾患検診」を12月31日まで
無料で行っています。有効期限までに受ける
ようにしましょう。

▼対象　平成27年3月31日までに、 20歳・25
歳・30歳・35歳・40歳・45歳・50歳・55
歳・60歳・65歳・70歳になる市民
※詳細については、既に郵送してある通知で
ご確認ください。

■問合せ先　健康づくり課
　成人保健担当　☎055（261）1901

無料歯周疾患検診の有効期限
は12月31日までです
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

き
っ
ず
み
さ
か

食
育
講
座
「
簡
単
お
好
み

焼
き
を
作
ろ
う
」

　
栄
養
士
、
食
生
活
改
善
推

進
員
と
一
緒
に
簡
単
調
理
で
栄
養
満
点

軽
食
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
2
歳
未
満
の
未

就
園
児
第
１
子
親
子
　

▼
日
時
　
12
月
2
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
20
組

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
水
筒
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

な
ど
の
身
の
回
り
品
　
※
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
要
申
し
込
み

ク
リ
ス
マ
ス
会

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
園
児
親
子

▼
日
時
　
12
月
16
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
20
分

▼
場
所
　
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー

　
遊
戯
室
（
ホ
ー
ル
）

▼
定
員
　
50
組

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
水
筒
、
タ
オ

ル
、
着
替
え
な
ど
の
身
の
回
り
品

※
要
申
し
込
み
、
来
館
の
う
え
申
込
用

紙
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

き
っ
ず
み
さ
か

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）8
6
8
8
 

き
っ
ず
や
つ
し
ろ

ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室

　
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
は
こ

れ
で
決
ま
り
!
　
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で
簡

単
に
で
き
る
料
理
で
す
。

▼
対
象
　
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
12
月
11
日（
木
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
　
調
理
室

▼
定
員
　
16
組
（
託
児
付
き
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

※
要
申
し
込
み
（
12
月
９
日
以
降
の
キ

ャ
ン
セ
ル
は
参
加
費
5
0
0
円
を
い

た
だ
き
ま
す
）

み
ん
な
で
楽
し
く
ク
リ
ス
マ
ス

　
牧
師
さ
ん
の
話
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
登
場
す
る
楽
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
す
。

▼
対
象
　
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
12
月
18
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
教
会

▼
定
員
　
20
組

▼
参
加
費
　
1
0
0
円
（
1
組
）

※
要
申
し
込
み
、
12
月
2
日（
火
）か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

き
っ
ず
や
つ
し
ろ

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）5
2
5
2

き
っ
ず
い
ち
の
み
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
日

簡
単
!
発
酵
な
し
!
野
菜
ピ
ザ
を
親

子
で
作
ろ
う
♪

▼
対
象

　
未
就
学
児
の
お
子
さ
ん
と
家
族

▼
日
時
　
12
月
14
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
2
階

　
調
理
室

▼
講
師
　
早
川
亜
希
子
氏
（
パ
ン
倶
楽

部
ぷ
ぅ
主
宰
）

▼
定
員
　
8
家
族
（
完
全
予
約
制
）
　

▼
参
加
費
　
1
枚
5
0
0
円
（
家
族
の

人
数
に
よ
り
調
整
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
き
っ
ず
い
ち
の
み
や

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）1
3
4
5

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
の
学
童
保
育

利
用
申
請
書
を
12
月
１
日（
月
）か
ら
配

布
し
ま
す
。
学
童
保
育
は
、
児
童
が
学

校
か
ら
帰
宅
し
て
も
、
保
護
者
・
親
族

が
仕
事
な
ど
に
よ
り
面
倒
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
家
庭
の
児
童
を
、
市
が
設
置

し
た
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
お
預
か
り
し
、

適
切
な
遊
び
お
よ
び
生
活
の
場
を
与
え
、

そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
事
業
で
す
。

▼
利
用
の
対
象
と
な
る
児
童
　

　
　
市
内
の
小
学
校
に
在
学
す
る
児
童

で
次
の
よ
う
な
場
合
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

○
保
護
者
が
就
労
の
た
め
、
児
童
が
帰

宅
し
て
も
保
護
者
ま
た
は
保
護
者
に

代
わ
る
者
が
い
な
い
児
童

○
保
護
者
の
出
産
、
傷
病
そ
の
他
の
理

由
に
よ
り
、
緊
急
か
つ
一
時
的
に
保

護
者
ま
た
は
保
護
者
に
代
わ
る
者
が

い
な
い
児
童

※
こ
れ
ま
で
対
象
は
3
年
生
以
下
で
し

た
が
、
来
年
度
よ
り
小
学
校
に
就
学 

し
て
い
る
全
学
年
の
児
童
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
現
在
、
学
童
保
育
を
利
用
し
て
い
る

児
童
も
申
請
が
必
要
で
す
。

※
夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
の
み
の
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
付
場
所
・
期
間
に
つ
い
て
は
、
申

請
書
配
布
時
に
お
渡
し
す
る
資
料
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
は
平

成
27
年
1
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
書
配
布
　
児
童
課
窓
口
・
各
支

所
の
地
域
住
民
課
窓
口
・
各
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
保
育
実
施
期
間
　
平
成
27
年
4
月
1

日
〜
平
成
28
年
3
月
31
日
　

▼
保
育
時
間

○
小
学
校
の
平
日
授
業
日

　
児
童
の
下
校
時
〜
午
後
6
時
30
分

○
小
学
校
の
平
日
休
業
日
（
学
校
行
事

振
替
休
日
、
春
・
夏
・
冬
休
み
期
間

な
ど
）
午
前
8
時
〜
午
後
6
時
30
分

※
原
則
と
し
て
土
・
日
曜
、
祝
日
、
12

月
29
日
〜
1
月
3
日
は
閉
館
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
毎
月
第
3
土
曜
日

は
、
保
育
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
災
害
な
ど
に
よ
り
学
校
が
休
校
と

な
る
場
合
、
保
育
を
実
施
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
保
護
者
負
担
金
　
児
童
一
人
に
つ
き

月
額
2
0
0
0
円
（
改
定
予
定
あ
り
）

の
学
童
保
育
料
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
り
減
免
の
規

定
が
あ
り
ま
す
。

※
学
童
保
育
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合

は
、
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※
学
童
保
育
料
を
滞
納
し
た
場
合
は
、

学
童
保
育
室
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼学童保育クラブ一覧表　※平成27年度は増設予定あり

石和南小第一・第二学童保育クラブ

石和東小学童保育クラブ

石和北小学童保育クラブ

富士見小学童保育クラブ

石和西小第一・第二学童保育クラブ

御坂第一・第二・第三学童保育クラブ

一宮第一・第二学童保育クラブ

八代第一・第二学童保育クラブ

境川学童保育クラブ

かすがい第一・第二学童保育クラブ

石和町市部720番地　石和南小学校内

石和町中川483番地１　はなぶさふれあい児童館内
石和町中川478番地　石和東小学校内

石和町松本1442番地20　石和北小学校内

石和町今井10番地　富士見小学校内

石和町唐柏360番地　石和西小学校内

御坂町栗合372番地12　御坂児童センター内

一宮町末木798番地１　一宮児童館内

八代町南545番地1（第一）八代児童センター内
八代町南544番地（第二）若彦路ふれあいセンター別館内

境川町小黒坂1652番地　境川児童館内

春日居町加茂97番地１（第一）春日居児童センター内
春日居町加茂77番地１（第二）春日居福祉保健センター内

■問合せ先
・児童課（市役所保健福祉館）　☎055（261）1904
・一宮支所　地域住民課　　　☎0553（47）1111
・境川支所　地域住民課　　　☎055（266）2111

・御坂支所　地域住民課　　☎055（262）2271
・八代支所　地域住民課　　☎055（265）2111
・春日居支所　地域住民課　☎0553（26）3111

所　在　地名　　称

平
成
27
年
度
学
童
保
育

利
用
申
請
書
を
配
布
し
ま
す

生活・環境

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

情
報

　公共下水道が使えるようになった区域の方からは、受益
者負担金をいただいています。12月は本年度の最終の納
期となっていますが、過去の受益者負担金の納め忘れはな
いか、もう一度お確かめください。納付状況がご不明な方
は、お問い合わせください。

▼受益者負担金の口座振替
　市では、受益者負担金のお支払いに口座振替をお勧め
しています。納期のたびに金融機関の窓口に出向く必要
がなくなる大変便利な制度です。

▼申込方法　次のものを持参して、指定金融機関の窓口に
てお申し込みください。
印鑑（金融機関取引印）、預貯金通帳、納入通知書兼領収
書など（通知書番号が分かるもの）

▼指定金融機関（次の本店および各支店）
山梨中央銀行、笛吹農業協同組合、甲府信用金庫、山梨
信用金庫、山梨県民信用組合、フルーツ山梨農業協同組
合（本所・金融取扱支所）、ゆうちょ銀行
※口座振替依頼書が準備してあるのは、市内の金融機関お
よび下水道課（市役所市民窓口館4階）です。市外にお
住まいの方は、下水道課にお問い合わせください。

■問合せ先　下水道課　総務担当　☎055（261）3347

下水道受益者負担金の
納め忘れはありませんか
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　65
歳
の
農
業
者
の
方

の
平
均
余
命
は
男
性
22

年（
87
歳
）、
女
性
27
年

（
92
歳
）
で
す
。

　65
歳
以
上
の
農
家
夫

婦
の
家
計
費
は
月
額
約

23
万
8
0
0
0
円
必
要
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
国
民
年
金
の
支
給
額
は
夫
婦
で

月
額
約
12
万
8
8
0
0
円
で
、
月
額
約

10
万
9
2
0
0
円
不
足
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　豊
か
な
老
後
生
活
の
た
め
に
は
、
国

民
年
金
だ
け
で
は
十
分
と
い
え
ず
、
老

後
の
生
活
費
は
自
分
で
準
備
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務

員
な
ど
は
国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
と

し
て
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
を
受
け
取

っ
て
い
ま
す
）。

　農
業
者
の
皆
さ
ん
も
メ
リ
ッ
ト
が
た

く
さ
ん
あ
る
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て

安
心
で
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。

※
加
入
の
申
し
込
み
や
相
談
は
農
業
委

員
会
事
務
局
、
ま
た
は
近
く
の
J
A

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　農
業
委
員
会
事
務
局

　☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
3
8

　「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
は
、
耕
作
放
棄

地
の
問
題
な
ど
、
地

域
が
抱
え
て
い
る
人

と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

「
未
来
の
設
計
図
」
で
す
。
集
落
や
地

域
の
皆
さ
ん
が
話
し
合
い
を
し
て
、

○
今
後
の
地
域
で
中
心
と
な
る
農
業
経

営
体
（
個
人
、
法
人
、
集
落
営
農
）

は
ど
こ
か

○
中
心
と
な
る
農
業
経
営
体
へ
、
ど
の

よ
う
に
農
地
を
集
め
る
か

○
中
心
と
な
る
農
業
経
営
体
と
そ
れ
以

外
の
農
業
者
（
兼
業
農
家
、
自
給
的

農
家
）
で
ど
の
よ
う
に
地
域
農
業
を

進
め
て
い
く
の
か
（
生
産
品
目
や
6

次
産
業
化
な
ど
）

な
ど
を
決
め
て
市
町
村
が
プ
ラ
ン
（
設

計
図
）
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
む

と
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

○
プ
ラ
ン
に
担
い
手
（
中
心
経
営
体
）

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と

・
農
業
を
始
め
て
間
も
な
い
時
期
に
、

経
営
が
安
定
す
る
ま
で
最
長
5
年

間
、
給
付
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
【
青

年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）】。

・
認
定
農
業
者
の
方
は
、
機
械
や
施
設

を
購
入
す
る
際
の
資
金
と
し
て
ス
ー

パ
ー
L
資
金
を
利
用
す
る
場
合
、
当

初
５
年
間
が
無
利
子
化
さ
れ
ま
す
。

・
農
業
用
機
械
や
施
設
を
導
入
す
る
際

に
、
経
営
体
育
成
支
援
事
業
（
国
補

助
事
業
）
が
個
人
（
経
営
体
）
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
農
地
の
貸
し
手
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
と

・
離
農
な
ど
に
よ
り
、
山
梨
県
農
地
中

間
管
理
機
構
へ
農
地
を
貸
し
付
け
、

中
心
経
営
体
な
ど
へ
の
農
地
集
積
に

協
力
す
る
と
経
営
転
換
協
力
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

・
中
心
経
営
体
な
ど
の
担
い
手
の
農
地

に
隣
接
し
た
農
地
を
山
梨
県
農
地
中

間
管
理
機
構
へ
貸
し
付
け
、
中
心
経

営
体
な
ど
の
農
地
集
約
に
協
力
し
た

場
合
、
耕
作
者
集
積
協
力
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

○
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
地
域
に
対
し
て

は
・
地
域
で
山
梨
県
農
地
中
間
管
理
機
構

に
ま
と
ま
っ
た
農
地
を
貸
し
付
け
た

場
合
、
地
域
に
対
し
て
地
域
集
積
協

力
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
メ
リ
ッ
ト
措
置
な
ど
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
農
林
振
興
課

　農
林
経
営
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
3
3

・
峡
東
農
務
事
務
所

　地
域
農
政
課

　☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
0
8

　「山梨県農地中間管理機構」とは、耕作放棄地や耕作
できなくなった農地を借り受けて適正に管理し、担い
手へ貸し付ける役割を担う公的な機関です。

山梨県農地中間管理機構を使うとこんなメリ
ットがあります
○公的な機関を通じた取り組みなので、安心して貸し
付け・借り受けが行えます。
○農地の貸し手に対しては
・賃料は機構から支払われ、契約期間が満了すれば、
農地は確実に戻ります。
・要件を満たせば、機構集積協力金の交付を受けられ
ます。
○農地の借り手（担い手）に対しては
・長期の経営計画（耕作）が可能となり、経営の安定
化が図られます。
・貸し手が複数の場合でも、契約は機構とだけで済み
ます。
・条件により、まとまった農地の借り受けや、分散し
た農地の集約化ができます。

農地を貸したい方、借りたい方「山梨県農地中間管理機構」をご存じですか

■問合せ先
・農業委員会事務局　　　　　　☎055（261）2038
・農林振興課　　　　　　　　　☎055（261）2033
・峡東農務事務所　地域農政課　☎0553（20）2708
・山梨県農業振興公社　　　　　☎055（232）2760

貸し付け

借り受け

※詳細は、お問い合わせください。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を

ご
存
じ
で
す
か

農
業
者
の
皆
さ
ん
、あ
な

た
の
老
後
生
活
へ
の
備
え

は
十
分
で
す
か
？

「農地中間管理事業」の流れ

　貸し手から農地を借り受け、
規模拡大や農地の集積を進めた
い担い手に貸し付けます。地域
の将来設計となる「人・農地プ
ラン」の中心経営体や認定農業
者、集落営農（法人）などが主
な対象となります。
山梨県農地中間管理機構
（山梨県農業振興公社）

農地を貸したいなぁ

規模拡大するぞぉ

農地の貸し手

農地の借り手（担い手）

連携・
協力

市
町
村
・
農
協
な
ど

▼要件
①20歳以上60歳未満の方
②国民年金第1号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く）
　→農業者年金加入時に国民年金の付加年金（月400円）の加入が必要
③年間60日以上農業に従事している方
※配偶者や後継者など家族農業従事者の方も加入できます。

自ら積み立てた保険料とその運用益（付利）により将来受け取る年
金額が決まる積立方式（確定拠出型）の年金です。少子高齢化が進
んでも制度の安全性は損なわれません。

自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料を自由に決められ
（月額2万～ 6万7000円の間で千円単位）、経営の状況や老後設計に
応じていつでも見直せます。

農業者老齢年金は、原則65歳から生涯受け取ることができます。仮
に80歳前に亡くなられた場合でも、死亡した翌月から80歳までに
受け取れるはずであった農業者老齢年金が、ご遺族に死亡一時金と
して支給されます。

○支払った保険料は全額、社会保険料控除の対象となります。
○将来受け取る農業者年金も公的年金等控除が適用されます（65歳
以上の方は公的年金等の合計額が120万円までの場合は、全額控
除できます）。

▼要件
①39歳までの方
②農業所得が900万円以下の方
③認定農業者で青色申告者などを満たしている方
※政策支援を受けられる期間は最長20年間（35歳以上で加入した
場合は最長10年間）です。
※国庫補助を受けている間の保険料は月額2万円に固定され、加入
者が負担する保険料は、2万円から国庫補助を差し引いた額にな
ります。
※国庫補助を受けられる期間を過ぎた場合は通常の保険料（4）に
なります。

農業に従事されている方の
うち、右の3つの要件を満た
せば誰でも加入できます

1の要件に加え、右の3つの
要件を満たせば、政策支援
（保険料の国庫補助）に加入
できます

少子高齢時代に強い年金で
す。年金資産は安全性を重
視して運用しています

通常の保険料（政策支援の
保険料以外）は自分で選べ、
いつでも見直しできます

終身年金で80歳までの保証
付きです

税制面で大きな優遇措置が
あります6

農業者年金の特徴

1

2

3

4

5

2014.12 No.123  2223  FUEFUKI CITY



催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

入場無
料

定員
100人

　
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
（
Ｈ
ｕ
ｍ

ａ
ｎ 

Ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ 

Ｄ
ａ
ｙ
）」
で
す
。
法

務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
12
月
4
日（
木
）か
ら
10
日（
水
）ま

で
の
1
週
間
を
「
第
66
回
人
権
週
間
」

と
定
め
、
人
権
の
尊
重
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
て

明
る
い
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

―
啓
発
活
動
重
点
目
標
―

「
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
育

て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜
」

―
人
権
週
間
の
強
調
事
項
―

▼
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

▼
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▼
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

う
▼
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参

加
を
進
め
よ
う
　
な
ど

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
気
軽

に
、
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務

局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
、
秘
密
厳
守
で
、
特
に
手
続
き
な
ど

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
相
談
・
問
合
せ
先

・
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
　
　
　
　 

　
☎
0
1
2
0
|
0
0
7
|
1
1
0

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン      

　
☎
0
5
7
0
|
0
7
0
|
8
1
0

・
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課
　  

　
☎
0
5
5（
2
5
2
）7
2
3
9

▼
日
時
・
場
所

○
12
月
5
日（
金
）　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
（
受
付
　
午
後
4
時
ま
で
）

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
12
月
21
日（
日
）　
午
前
9
時
〜
正
午

（
受
付
　
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合

は
、
結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L

版
写
真
2
枚

・
独
身
証
明

書
・
身
分
証

明
書
の
写
し

が
必
要
で

す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
日
時
　
12
月
17
日（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
2
階

　
実
習
室
　

▼
相
談
時
間
　
1
人
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
な
ど
が
分
か
る
資
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
書
類
が
届
い
た

が
、
確
認
の
仕
方
や
記
入
方
法
が
分
か

ら
な
い
方
、
ご
自
分
の
年
金
履
歴
に
疑

問
の
あ
る
方
な
ど
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
　
12
月
17
日（
水
）　
午
前
9
時

〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
一
宮
支
所

▼
持
ち
物
　
お
手
元
に
届
い
た
書
類
や

年
金
手
帳
、
そ
の
他
相
談
に
参
考
に

な
り
そ
う
な
も
の

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
日
時
　
12
月
17
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所
　
市
役
所
本
館
2
階

　
2
0
1
会
議
室

■
問
合
せ
先
　（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
（
岡
）

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
6
3
8

　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、
事

業
主
の
皆
さ
ん
が
国
の
所
得
税
と
同
様

に
、
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
毎
月

徴
収
し
、
従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村

に
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
地

方
税
法
第
3
2
1
条
の
4
お
よ
び
各
市

町
村
の
条
例
に
よ
り
、
給
与
所
得
者
の

個
人
住
民
税
は
原
則
と
し
て
特
別
徴
収

に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
内
の
全
市
町
村
は
、
平
成
27

年
度
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
（
給

与
か
ら
天
引
き
）
の
完
全
実
施
を
行
い

ま
す
。

　
給
与
支
払
報
告
書
提
出
の
際
に
、
退

職
者
な
ど
の
特
別
徴
収
で
き
な
い
方
に

つ
い
て
は
「
普
通
徴
収
へ
の
切
替
理
由

書
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
普
通
徴
収
へ
の
切
替
理
由
書
」
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
　 

確
定
申
告
書
作
成
会
場
の
お
知
ら
せ

▼
開
設
期
間  

2
月
12
日（
木
）〜
3
月

20
日（
金
）（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除

く
）

▼
開
設
場
所
　「
夢
わ
ー
く
山
梨
（
勤

労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）」（
旧
山
梨
市

役
所
跡
地
と
な
り
）

※
開
設
期
間
前
お
よ
び
期
間
中
は
、
税

務
署
に
は
申
告
書
の
作
成
会
場
は
あ

り
ま
せ
ん
。

申
告
は
正
し
く 

納
税
は
期
限
内
に

　
平
成
26
年
分
の
申
告
の
相
談
、
申
告

書
の
提
出
お
よ
び
納
付
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
　

　
2
月
16
日（
月
）〜
3
月
16
日（
月
）

※
還
付
申
告
の
方
は
、
1
月
5
日（
月
）

か
ら
と
な
り
ま
す
。

▼
贈
与
税

　
2
月
2
日（
月
）〜
3
月
16
日（
月
）

▼
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税

　
1
月
5
日（
月
）〜
3
月
31
日（
火
）

※
土
・
日
曜
お
よ
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
「
簡
単
・
安
心

・
便
利
」
に
申
告
書
を
作
成
し
て
み

ま
せ
ん
か

〜
所
得
税
（
復
興
特
別
所
得
税
）、

消
費
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
書
や

青
色
申
告
決
算
書
な
ど
〜

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
れ
ば

税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
る
た
め
、

計
算
誤
り
を
防
止
で
き
、
作
成
し
た
申

告
書
な
ど
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
税

務
署
に
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
電
子
証
明
書
付
き
の
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
と
電
子
証
明
書
を
読
み

取
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
ご

用
意
い
た
だ
く
と
、
そ
の
ま
ま
確
定
申

告
書
を
ｅ
|
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
で
き
ま

す
。 

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.keisan.nta.go.jp/

ｅ
|
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

平
成
26
年
分
の
消
費
税
な
ど
の
申

告
は
気
を
つ
け
て

　
消
費
税
（
地
方
消
費
税
を
含
む
）
の

税
率
は
平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
8
%

で
す
。

　
個
人
事
業
者
の
平
成
26
年
分
を
は
じ

め
、
平
成
26
年
4
月
1
日
を
含
む
課
税

期
間
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、

帳
簿
な
ど
に
お
い
て
、
課
税
取
引
を
適

用
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
税
務
署
　
個
人
課
税
第
1
部
門

　
☎
0
5
5
3（
2
2
）1
4
1
1

　
内
線
31
・
32

山
梨
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
人
権
週
間
」を

ご
存
じ
で
す
か

多
重
債
務
者
の
た
め
の

無
料
相
談
会

不
動
産
に
関
す
る

無
料
相
談

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

年
金
相
談
会

相

　談

平
成
27
年
度
か
ら
個
人
住

民
税
の
特
別
徴
収
を
徹
底

し
ま
す

笛
吹
市
結
婚
相
談
所

　市では、提出された
申告書に基づき、新・
増築の家屋評価および
滅失家屋の現地確認を
行い、固定資産課税台
帳への登録および削除
を行います。
　提出がない場合には｢賦課期日（1月1日）に家
屋が存在するのに、証明書が発行できない｣「家
屋が存在しないのに課税になっている」などと
いったことが生じてしまいます。
　プレハブの車庫や物置も対象になりますので、
お忘れのないように申告書の提出をお願いしま
す。
　また、登記されている家屋を滅失した場合は、
法務局で滅失登記を併せて行ってください。

▼提出期限　平成27年1月末日

▼提出書類　税務課または各支所に備え付けて
いる「家屋新築・増築・滅失申告書」に必要
事項を記入し、提出してください。

▼持ち物　印鑑

家屋を新築・増築・滅失したとき
には「家屋新築・増築・滅失申
告書」を提出してください

■問合せ先
　税務課  資産税担当  ☎055（262）4111

人権啓発講演会
　広く県民の方々に人権に対する理解を深めていただ
くため、人権啓発講演会を開催します。

▼ 日時　12月17日（水）　午後1時30分～ 3時
▼ 場所　県立図書館　多目的ホール（甲府市北口2-8-1）

▼ 講師　小谷あゆみ氏
　（フリーアナウンサー、介護番組司会者）

▼ 内容　介護の一歩は思いやり 老いをイキイキ！
　～介護する側も、される側も～

■申込・問合せ先  山梨県県民生活・男女参画課  ☎055（223）1351
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入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

御坂浄水場関連送・配水管布設工事（14工区）

一宮町中尾地内他測量設計業務委託

マンホールポンプ設置工事第3工区（一宮）

八代ふるさと公園駐車場整備工事（2）

制御用テレメータ装置更新工事

境川支所受変電設備改修工事

下水道関連配水管布設替工事（蕎麦塚1工区）

尾山地内給・配水管布設替工事

下水道関連配水管布設替工事（塩田）

舗装本復旧工事（石和1工区）

舗装本復旧工事（境川1工区）

舗装本復旧工事（御坂4工区）

下水道関連舗装緊急補修業務委託2

緊急舗装修繕業務委託4

緊急舗装修繕業務委託3

芦川若者定住促進住宅外壁改修工事

市道1-12号線（旧石和8号線）歩道改良工事

市道6247号線側溝改修工事(1工区)

下水道管渠布設工事第12工区（一宮）

下水道管渠布設工事第15工区（一宮）

下水道管渠布設工事第13工区（御坂）

農道5-3250号線測量業務委託

かすがい東保育所庇改修工事

市道1-39号線外舗装工事

舗装本復旧工事（一宮2工区）

八代ふるさと公園園路舗装工事

舗装本復旧工事（御坂７工区）

下水道施設緊急補修業務委託2

御坂町下黒駒地内水路付替工事

市道5137号線道路改良工事

市道3246号線側溝改修工事(2工区)

市道2-18号線道路改良工事

市道3172号線道路維持工事（2工区）

藤垈地内水路改修工事

下水道管渠布設工事第14工区（御坂）

市道1-13号線（旧石和13号線）道路改良工事（4工区）

市部地内水路改修工事

市道1-22号線道路改良工事

大蔵経寺山観光施設整備工事

下水道関連配水管布設替工事第6工区（今井）

下水道関連配水管布設替工事（金田）

下水道関連配水管布設替工事（栗合１工区）

大野寺地内石綿管布設替工事（4工区）

石和町配水管布設工事第2工区(広瀬）

石和町四日市場

一宮町中尾 他6地区

一宮町金田

八代町岡

八代町境川町

境川町藤垈

御坂町蕎麦塚

御坂町尾山

一宮町塩田

石和町唐柏

境川町藤垈

御坂町大野寺

市内全域

御坂町・八代町・境川町・芦川町

石和町・一宮町・春日居町

芦川町上芦川

石和町東油川

春日居町鎮目

一宮町金田

一宮町塩田

御坂町栗合

一宮町塩田

春日居町加茂

芦川町中芦川

一宮町一ノ宮

八代町岡

御坂町下黒駒

市内全域

御坂町下黒駒

境川町藤垈

一宮町上矢作

石和町東高橋

一宮町東新居

境川町藤垈

御坂町二之宮

石和町砂原

石和町市部

一宮町塩田

石和町松本

石和町今井

一宮町金田

御坂町栗合

御坂町大野寺

石和町広瀬

H26.9.30

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

H26.10.14

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

¥44,800,000 

¥8,100,000 

¥5,370,000 

¥5,000,000 

¥20,000,000 

¥20,900,000 

¥5,910,000 

¥10,130,000 

¥12,300,000 

¥2,100,000 

¥3,480,000 

¥8,600,000 

¥2,920,000 

¥5,700,000 

¥9,100,000 

¥30,000,000 

¥2,500,000 

¥5,780,000 

¥11,920,000 

¥13,200,000 

¥25,500,000 

¥4,500,000 

¥3,600,000 

¥2,720,000 

¥6,220,000 

¥6,450,000 

¥12,750,000 

¥1,700,000 

¥2,490,000 

¥3,900,000 

¥5,150,000 

¥8,400,000 

¥9,000,000 

¥12,450,000 

¥12,800,000 

¥14,900,000 

¥19,700,000 

¥16,926,000 

¥18,000,000 

¥11,850,000 

¥13,270,000 

¥19,320,000 

¥18,380,000 

¥27,340,000 

¥49,854,000 

¥8,950,000 

¥7,343,000 

¥5,350,000 

¥22,349,000 

¥22,830,000 

¥6,607,000 

¥12,200,000 

¥14,841,000 

¥2,140,000 

¥3,590,000 

¥8,690,000 

¥3,010,000 

¥5,770,000 

¥9,120,000 

¥34,889,000 

¥2,820,000 

¥7,870,000 

¥14,810,000 

¥17,870,000 

¥29,620,000 

¥5,850,000 

¥3,700,000 

¥2,790,000 

¥6,290,000 

¥6,480,000 

¥12,940,000 

¥2,050,000 

¥3,270,000 

¥4,050,000 

¥5,220,000 

¥9,080,000 

¥9,350,000 

¥14,630,000 

¥17,360,000 

¥18,500,000 

¥19,840,000 

¥20,880,000 

¥21,460,000 

¥12,872,000 

¥14,160,000 

¥21,019,000 

¥22,120,000 

¥28,779,000 

（有）佐野工業所

（株）山梨技術研究所

（株）関東日立山梨支社

（有）須田造園

（株）関東日立山梨支社

（株）真栄電気

（有）宮下設備

古屋設備

（有）ツチヤ設備

中央舗道建設（有）

（株）中村工務店(境川)

（株）ＭＵＫＡＩ

（株）NIPPO山梨統括事業所

（株）ＭＵＫＡＩ

中央舗道建設（有）

（株）中村工務店(一宮)

名取建設(有)

（有）末木建設

（株）佐野緑化土木

武藤工業（株）

（株）地場工務店

（株）宮下測量

風間興業（株）

（株）NIPPO山梨統括事業所

（株）日昇建設

（株）NIPPO山梨統括事業所

（株）飯塚工業

（株）上野建工

（株）ジーコーポレーション

（有）雨宮組

（有）桃李

（有）荻野土建

（有）桃李

（有）笛南興業

矢崎興業（株）

（有）末木建設

（株）栗田工業

（株）佐野緑化土木

（株）オリオン

石原設備

（株）佐野緑化土木

（有）石倉興業

（有）中村設備

（有）浅川住宅設備

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　昨
年
12
月
か
ら
本
年
2
月
ま
で
の
冬

山
シ
ー
ズ
ン
中
、
県
内
に
お
い
て
山
岳

遭
難
が
6
件
発
生
し
ま
し
た
。
遭
難
者

は
7
人
で
、
う
ち
2
人
が
死
亡
、
5
人

が
負
傷
し
て
い
ま
す
。
冬
山
登
山
は
、

積
雪
や
ア
イ
ス
バ
ー
ン
、
吹
雪
・
突
風

な
ど
、
夏
山
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
危
険
を
伴
い
、
よ
り
高
度
な
技
術
や

気
力
・
体
力
を
必

要
と
し
ま
す
。

　安
全
な
登
山
の

た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

○
単
独
登
山
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　経
験
豊
富
な

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
パ
ー
テ
ィ
ー
を

組
み
、
余
裕
の
あ
る
計
画
の
も
と
に

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

○「
早
立
ち
・
早
着
き
」
を
行
動
原
則

と
し
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
り
、
天

候
が
崩
れ
た
場
合
は
引
き
返
す

勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
登
山
計
画
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　登
山
前
に
学
校
、
勤
務
先
、

警
察
な
ど
へ
登
山
計
画
書
を
提

出
す
る
と
と
も
に
、
家
族
に
も

登
山
内
容
を
具
体
的
に
知
ら
せ

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
な
る
べ
く
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
の
付
い

た
携
帯
電
話
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

○
登
山
は
「
自
己
責
任
」
と
「
自

力
救
助
」
の
意
識
を
持
ち
、
ル

ー
ル
を
守
っ
た
登
山
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　笛
吹
警
察
署

　地
域
課

　☎
0
5
5（
2
6
2
）0
1
1
0

　境
川
自
転
車
競
技
場
保
護
シ
ー
リ
ン

グ
補
修
工
事
に
よ
り
、
自
転
車
競
技
場

の
走
路
を
ク
ラ
ッ
ク
の
な
い
安
全
で
快

適
な
練
習
・
大
会
施
設
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
補
修
工
事
は
、
山
梨
県
教
育
委
員

会
お
よ
び（
公
財
）J
K
A
「
R
I
N
G
！ 

R
I
N
G
！ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
補
助

金
で
行
い
ま
し
た
。

　改
修
後
の
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

各
種
大
会
を
誘
致
し
て
利
用
を
広
め
「
見

る
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
大
会
な
ど
の
熱

戦
を
ご
覧
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
と

し
て
自
転
車
競
技
の
普
及
・
発
展
・
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
と
連

携
し
て
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
の
愛
好

者
を
は
じ
め
、
身
障
者
の
皆
さ
ん
も
大

会
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
な
自
転
車

競
技
場
を
運
営
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　改
修
が
完
成
し
、
南
関
東
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
も
終
了
し
た
境
川
自
転
車
競
技
場

に
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
、
自
転
車
競

技
を
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
体
感
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
利
用
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　山
梨
県
境
川
自
転
車
競
技
場

　☎
0
5
5（
2
6
6
）4
4
8
5

　平
成
27
・
28
年
度
に
市
が
行
う
競
争

入
札
に
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
次
の

要
領
に
基
づ
き
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　個
人
事
業
者
、
法
人
事
業
者
な
ど
の

別
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
登
録
申
請
区
分

○
建
設
工
事

○
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

○
物
品
・
役
務

※
複
数
の
申
請
区
分
に
登
録
を
希
望
す

る
場
合
は
、
各
区
分
で
の
申
請
が
必

要
で
す
。

▼
申
請
基
準
日

　平
成
27
年
1
月
1
日

▼
登
録
有
効
期
間

　平
成
27
年
4
月
1

日
〜
平
成
29
年
3
月
31
日

▼
申
請
受
付
期
間

　平
成
27
年
1
月
13
日（
火
）〜
30
日

（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

▼
申
請
方
法

　持
参
の
み
（
郵
送
な
ど

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

▼
受
付
場
所

　市
役
所
本
館
2
階

　

2
0
1
会
議
室
（
笛
吹
市
石
和
町
市

部
7
7
7
）

※
詳
し
い
説
明
資
料
や
提
出
書
類
の
様

式
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　管
財
課

　契
約
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
3
0

境
川
自
転
車
競
技
場
走
路

補
修
工
事
が
完
成
し
ま
し
た

平
成
27
・
28
年
度
笛
吹
市
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

お
知
ら
せ

冬
山
登
山
を
安
全
に

　市職員が講師となり、地区
の公民館や集会場などで、市
役所の事業や制度などを分か
りやすくお話しする「出前学習
会」を行っています。
　これまでに、「総合計画」「市
の財政」「市民のまちづくり」
「救命講習」「防災」「熱中症予防」「笛吹の歴史」などのメ
ニューについて申し込みをいただいています。
　メニューの詳細は市ホームページをご覧ください。分から
ないことがありましたら、気軽にお問い合わせください。

出前学習会を利用しませんか？

■申込・問合せ先
　経営企画課　広聴広報担当　☎055(262)4111
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　家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
で

あ
る
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ

ン
管
式
、
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
式
）、
冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾

燥
機
の
特
別
収
集
を
行
い
ま
す
。

※
業
務
用
の
家
電
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

▼
特
別
収
集
日

　12
月
21
日（
日
）

　午
前
9
時
〜
11
時
30
分

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
南
側
駐
車
場

（
ふ
れ
あ
い
広
場
駐
車
場
）

▼
特
別
収
集
の
対
象
と

な
る
家
電
4
品
目

○
エ
ア
コ
ン

　○
テ
レ

ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
、

液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ

式
）

○
冷
蔵
庫

　○
冷
凍
庫

○
洗
濯
機

　○
衣
類
乾
燥
機

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
に

つ
い
て
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
か

か
り
ま
す

　リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
メ
ー
カ
ー
や

大
き
さ
で
料
金
が
異
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
ア
コ
ン

　
　
　
　1
6
2
0
円

テ
レ
ビ

　
　
　
　
　3
6
8
8
円

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫

　5
9
0
2
円

洗
濯
機

　
　
　
　
　3
4
1
8
円

く
わ
し
い
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は

こ
ち
ら

■
問
合
せ
先

　（
財
）家
電
製
品
協
会

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー

　☎
0
1
2
0
―
3
1
9
6
4
0

　

http://w
w
w
.rkc.aeha.or.jp/

　「
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
」「
ド

ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
む
な
ど
の

簡
易
的
な
焼
却
施
設
で
の
焼
却
」
は
、

野
焼
き
と
同
じ
で
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
、
懲
役

や
罰
金
な
ど
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
次
の
場
合
は
、
生
活
環
境
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
例
外
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
農
業
・
林
業
を
営
む
た
め
や
む
を

得
な
い
剪
定
枝
の
焼
却

○
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の
地
域
行
事
に

伴
う
焼
却

○
小
規
模
な
落
ち
葉
の
た
き
火  

な
ど

　こ
の
場
合
で
も
、
煙
・
臭
い
・
灰
な

ど
が
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
風

向
き
や
時
間
帯
な
ど
を
考
慮
し
て
い
た

だ
き
、
近
隣
の
方
へ
事
前
に
声
を
か
け

る
な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
家
庭
ご
み
に
つ
い
て
は
、

焼
却
せ
ず
分
別
し
て
ご
み
収
集
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
タ
イ
ヤ
・
ビ
ニ

ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
は
、

黒
煙
や
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
の
で
絶

対
に
焼
却
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　犬
の
散
歩
は
飼
い
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
社
会
性
を
身
に
付
け
る

場
で
も
あ
り
、
十
分
な
散
歩
は
犬
の
し

つ
け
や
問
題
行
動
の
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
冬
は
暖
か
い
時
間
を
選
び
、
愛

犬
と
の
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　外
で
飼
養
さ
れ
て
い
る
犬
の
小
屋
は
、

風
が
避
け
ら
れ
る
日
当
た
り
の
良
い
場

所
に
移
動
さ
せ
、
毛
布
な
ど
を
用
意
し
、

防
寒
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
室
内

で
飼
養
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
に

は
、
暖
房
器
具
の
コ
ー
ド
な

ど
が
か
ま
れ
な

い
よ
う
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
で

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

対
象
品
目
特
別
収
集

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す

　犬
の
散
歩
は
飼
い
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ペ
ッ
ト
へ
の
冬
の
対
策

は
大
丈
夫
で
す
か
？

〜
動
物
愛
護
推
進
員

　か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

年末年始ごみの収集

12月30日（火）12月29日（月）
○窪中島・四日市場・広瀬・唐柏・東高橋・
今井・河内・小石和・砂原・井戸・東油川・
恵比寿
○御坂町全域

○川中島・荒屋・八田・東町・長塚・仲町・西町・日の出・
下平井・上平井・中川・山崎・松本・駅前・山岸・向田
○一宮町全域　○八代町全域　
○境川町全域　○芦川町全域　○春日居町全域

　年内は、12月28日（日）まで通常どおりの収集を行います。年始は、1月4日（日）から通常の曜日にて、指
定の品目の収集を行います。
　また、年末の可燃ごみ収集については、下表のとおり日程を設けて特別収集を行います。特別収集日に
ついては処理施設周辺の交通が大変込み合い、ごみの回収時間が通常と異なる可能性がありますので、必
ず当日の午前8時30分までにごみを出してください。午前8時30分以降に出されたごみの再回収はできませ
ん。なお、期間中のごみ排出は必要最低限にとどめていただけますようお願いします。

年末の可燃ごみ特別収集日程 ※通常の可燃ごみ収集場所へ当日午前8時30分までに出してください。

・
ご
み
と
一
緒
に
あ
な
た
の
モ
ラ
ル
も

捨
て
て
ま
せ
ん
か

・
節
電
の
意
識
が
　地
球
と
家
計
を

　守
る

（
今
井
裕
一
さ
ん
の
作
品
）

■問合せ先　環境推進課　☎055（262）4111

今
月
の

環
境
標
語

笛吹市環境NEWS笛吹市環境NEWS
vol .114

リ
サ
イ
ク
ル
料
金（
例
）

　農
地
は
食
糧
生
産
の
場
で
あ
り
、
ま

た
環
境
保
全
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要

な
役
割
を
担
う
大
切
な
資
産
で
す
。

　次
世
代
に
こ
の
大
切
な
農
地
を
残
す
た

め
、
農
業
委
員
、
農
業
委
員
会
事
務
局
職

員
が
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
遊
休
農

地
（
耕
作
放
棄
地
）
お
よ
び
違
反
転
用
農

地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
農
地
の
荒
廃

を
防
ぎ
、
優
良
農
地
を
守
る
た
め
、
遊

休
農
地
お
よ
び
違
反
転
用
の
実
態
把
握

の
た
め
に
行
い
ま
す
。

○
現
に
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
て
お
ら

ず
、
か
つ
、
引
き
続
き
耕
作
の
目
的

に
供
さ
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
農
地

○
農
業
上
の
利
用
の
程
度
が
そ
の
周
辺

の
地
域
に
お
け
る
農
地
の
利
用
の
程

度
に
比
し
著
し
く
劣
っ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
農
地

○
無
許
可
で
転
用
し
た
場
合
、
ま
た
は
許

可
条
件
に
違
反
し
て
転
用
し
た
場
合

■
問
合
せ
先

　農
業
委
員
会
事
務
局

　☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
3
8

違
反
転
用
と
は
、
次
の
場
合
を

指
し
ま
す

遊
休
農
地
と
は
、
次
の
農
地
の

こ
と
を
指
し
ま
す

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

生涯学習コーディネーター通信

n
o
.8
3

■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎ 055（261）3339

　皆さん、スクラップブッキングを知っていますか。スクラップ
ブッキングとは写真を美しくレイアウトして思い出をより鮮やか
に残していくクラフトです。カラフルなペーパーやステッカーを
使い、その時々の場面や感想を手書きで書き添えることで、思い
出をより鮮明に残す手法です。
　笛吹市にも活動を始めて今年で3年目のグループがあります。
現在活動している多くの自主グループの中でも、おそらく平均年
齢が一番若く、子育て中のママたちが中心です。山梨県における
スクラップブッキングの第一人者の講師と若いママと、グループ
の要をギュっと握り支えている60ウン歳の男性会員の約10人が
織り成す何ともほのぼのと明るく楽しい教室です。若いママたち
の子育ての情報交換であったり、孫や大きい子どもを持つ方に
様々なことを教わったりと、学び＋αで得がたいものも得られる
場となっています。
　現在活動中の色々な自主講座では、一緒に学ぶ仲間を募ってい
るものもあります。また、自主講座を立ち上げたい方への支援も行っています。興味のある方
は生涯学習課へお問い合わせください。生涯学習への門はいつでも開いています。

笛吹市民講座自主講座
「ふえふき★クロップ」～スクラップブッキング教室～
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インフォメーションインフォメーションインフォメーション書

図
書
館
情
報

図図 館
L I B R A R Y  I N F O R M A T I O N

図
書
館
情
報

L I B R A R Y  E V E N T 図図図図イベントイベントイベント

▶日時　12月6日（土）
　午後2時～ 3時
▶場所　学びの杜みさか
　視聴覚室
▶内容　クリスマスのお
はなし、工作　など

市立図書館クリスマス特集市立図書館クリスマス特集

御坂図書館

八代図書館一宮図書館

境川図書室

石和図書館春日居ふるさと図書館

▶日時　12月6日（土）
　午後2時から
▶場所　境川図書室
▶内容　クリスマスおは
なし会、工作 など

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

12
月
6
日（
土
）・
13
日（
土
）・

20
日（
土
）・
27
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
12
月
11
日（
木
）・
25
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
12
月
4
日（
木
）・
18
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

※
12
月
4
日（
木
）は
、「
子
ど
も
の
た

め
の
救
急
法
」
を
行
い
ま
す
。
乳

幼
児
へ
の
救
急
法
を
市
消
防
本
部

職
員
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

●
楽
蔵
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
月
６
日（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　ク
リ
ス
マ
ス
会

12
月
9
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト
）★

12
月
19
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

12
月
3
日（
水
）
午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
映
画
会

12
月
21
日（
日
）
午
後
２
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

12
月
14
日（
日
）
午
後
２
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

12
月
17
日（
水
） 

午
前
11
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ

12
月
12
日（
金
）午
前
10
時
30
分
か
ら

※
12
月
の
お
は
な
し
会
に
は
ク
リ
ス

マ
ス
工
作
が
つ
き
ま
す
（
映
画
会

の
日
は
除
く
）。

●
バ
ム
ケ
ロ
ク
リ
ス
マ
ス

　
12
月
13
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

　（楽
し
い
読
み
聞
か
せ
）

12
月
6
日（
土
）・
20
日（
土
）・

27
日（
土
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

12
月
3
日（
水
）・
10
日（
水
）・

17
日（
水
）・
24
日（
水
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
ク
リ
ス

マ
ス
会
 

12
月
6
日（
土
）
午
後
２
時
か
ら
（
毎

週
土
曜
日
、
随
時
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

お
は
な
し
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や

　も
も

　（乳
児
、
幼
児
向
け
）

12
月
9
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や  

も
も
ク
リ
ス
マ
ス

12
月
16
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

12
月
13
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

※
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・

公
民
館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど

に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要

望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

★
印
・
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な

し
登
録
講
座

 

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

　（
石
倉
）　
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◆
石
和
図
書
館

1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15
日（
月
）・

22
日（
月
）・
28
日（
日
）〜
31
日（
水
）

◆
御
坂
図
書
館

3
日（
水
）・
10
日（
水
）・
17
日（
水
）・

24
日（
水
）・
28
日（
日
）〜
31
日（
水
）

◆
一
宮
図
書
館

1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15
日（
月
）・

22
日（
月
）・
23
日（
火
・
祝
）・
28
日（
日
）

〜
31
日（
水
）

◆
八
代
図
書
館
 

1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15
日（
月
）・

22
日（
月
）・
23
日（
火
・
祝
）・
28
日（
日
）

〜
31
日（
水
）

◆
境
川
図
書
室

7
日（
日
）・
14
日（
日
）・
21
日（
日
）・

23
日（
火
・
祝
）・
27
日（
土
）〜
31
日（
水
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15
日（
月
）・

22
日（
月
）・
24
日（
水
）・
27
日（
土
）〜

31
日（
水
）

※
い
ず
れ
の
図
書
館
も
、
年
始
は
１
月
6
日

（
火
）か
ら
開
館
し
ま
す
。

12月
図
書
館
休
館
日

図
書
館
休
館
日

一
宮
図
書
館

☎
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火・木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水・金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

☎
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日・土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

☎
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土・日・祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

石
和
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月・火・木・金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日・土・日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

～みんなでメリークリスマス～
各図書館楽しいクリスマスイベントを開催します。
入場無料ですので、ご家族揃ってお出かけください。

おばあちゃんのおはなしおばあちゃんのおはなしおばあちゃんのおはなしおばあちゃんのおはなしおばあちゃんのおはなしおばあちゃんのおはなしおばあちゃんのおはなしおばあちゃんのおはなしおばあちゃんのおはなしおばあちゃんのおはなしおばあちゃんのおはなしおばあちゃんのおはなしおばあちゃんのおはなし
クリスマス会クリスマス会クリスマス会クリスマス会クリスマス会クリスマス会クリスマス会クリスマス会

おばあちゃんのおはなし
クリスマス会

クリスマスフェアクリスマスフェアクリスマスフェアクリスマスフェアクリスマスフェアクリスマスフェアクリスマスフェアクリスマスフェアクリスマスフェアクリスマスフェア

クリスマス・クリスマスクリスマス・クリスマスクリスマス・クリスマスクリスマス・クリスマスクリスマス・クリスマスクリスマス・クリスマスクリスマス・クリスマスクリスマス・クリスマスクリスマス・クリスマスクリスマス・クリスマスクリスマス・クリスマスクリスマス・クリスマスクリスマス・クリスマスクリスマス・クリスマス

楽蔵クリスマス会楽蔵クリスマス会楽蔵クリスマス会楽蔵クリスマス会楽蔵クリスマス会楽蔵クリスマス会楽蔵クリスマス会楽蔵クリスマス会楽蔵クリスマス会楽蔵クリスマス会楽蔵クリスマス会

バムケロクリスマスバムケロクリスマスバムケロクリスマスバムケロクリスマスバムケロクリスマスバムケロクリスマスバムケロクリスマスバムケロクリスマスバムケロクリスマスバムケロクリスマスバムケロクリスマスバムケロクリスマス

ハッピー・クリスマスハッピー・クリスマスハッピー・クリスマスハッピー・クリスマスハッピー・クリスマスハッピー・クリスマスハッピー・クリスマスハッピー・クリスマスハッピー・クリスマスハッピー・クリスマスハッピー・クリスマスハッピー・クリスマス

▶日時　12月7日（日）
　午後１時30分から　
▶場所　いちのみや桃の里ふれ
あい文化館　多目的ホール
▶内容　クリスマスのおはなし。
かわいいプレゼントもあるよ。

▶日時　12月13日（土）
　午後１時30分から
▶場所　八代図書館
▶内容　英語でメリーク
リ ス マ ス！お は な し
会、工作　など

▶日時　12月20日（土）　午後2時から
▶場所　春日居あぐり情報ステーション
▶内容　着ぐるみショー、
クリスマスのおは
なし、工作　など

▶日時　12月21日（日） 
　午後１時30分から
▶場所　スコレーセンター
　集会室
▶内容　クリスマスおはなし会。
　かわいいプレゼントもあるよ。
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①笛吹市の好きなところ・
自慢できるところ
　自慢できるところは、
桃やぶどう、かき、いち
ご、すももなど、さまざ
まな果樹園があり、4月になると桃の花が
広がり、とてもきれいな風景が広がるとこ
ろです。8月には花火大会や鵜飼、二十日
祭もあります。
②自分自身のこれからの夢や目標
　裁縫が得意なので、自分のお店を出した
いです。また、児童会執行部のみんなで協
力しながら「かしこく、なかよく、たくま
しく」の校訓のもと、西小をよりよくして
いきたいです。
③これからの笛吹市
　もっと私たちが遊べる場所がほしいで
す。また、みんなが安全、安心に過ごせる
笛吹市になってほしいです。

児童会長　都倉夕楓さん
①笛吹市の好きなところ・
自慢できるところ
　桃やぶどうなどの果物
がたくさんあるところで
す。観光園の旗はにぎや
かでかわいらしいと思います。そして、そ
こに集まる観光客の笑顔で活気に満ちてい
るところが大好きです。また、御坂西小の
先輩であるミュージシャンのレミオロメン
や直木賞作家の辻村深月さんのような才能
ある有名人を輩出する笛吹市を誇りに思い
ます。

②自分自身のこれからの夢や目標
　医療系の仕事に就こうと思っています。
今、それに向けて努力しているところで
す。夢を叶えて笛吹市に貢献したいです。

③これからの笛吹市
　市内の人も観光客もみんなが楽しく交流
を持てるようなイベントを増やして、活発
で居心地のいい笛吹市になったらいいと思
います。

児童会長　中村早希さん

①笛吹市の好きなところ・
自慢できるところ
　周りに自然がいっぱい
あり、自然に触れ合える
ところが好きです。桃や
ぶどうの全国を代表する名産地で、夏から
秋にかけて全国の人が笛吹市を訪れます。
温泉もたくさんあり、夏には石和で花火大
会もあります。
②自分自身のこれからの夢や目標
　全国にサッカーを広めていきたいです。
まずは中学のサッカー部に入ってレギュラ
ーを目指していきたいです。将来はＪリー
グや外国のクラブに入りたいです。
③これからの笛吹市
　自然を大切にして、みんなが住みやすい
市、助け合いながら人と人とのつがなりを
大切にする市になればいいと思います。そ
して、全国の人が笛吹市に住みたいと思う
ような市になれたらいいと思います。

児童会長　宮沢京祐さん
①笛吹市の好きなところ・
自慢できるところ
　伝統的な行事「大文字
焼き」や「おみゆきさん」
などのお祭りは、県外か
らもたくさんの人が来る日です。また、笛
吹市の桃は、とてもおいしくて、日本一だ
と思います。私はそんな笛吹市が好きで
す。
②自分自身のこれからの夢や目標
　私の目標は、人の役に立つことです。小
学校の先生になりたいと思っています。そ
して、一宮西小のみんなが、光り輝く生活
が送れるようにみんなのためにできること
を積極的にしていきたいです。
③これからの笛吹市
　伝統を守り続ける笛吹市でいてほしいで
す。これからも安心してみんなが笑顔で過
ごせるといいと思います。

児童会長　有賀ひかりさん

石和西小学校 御坂西小学校

御坂東小学校 一宮西小学校

はいしゅつ

～私たちが考える笛吹市～②
笛吹市の子どもたちに聞きました笛吹市の子どもたちに聞きました

市制施行10周年特別企画 釈迦堂遺跡博物館だより
　
釈
迦
堂
遺
跡
で
は
1
1
1
6
個
も

の
土
偶
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
全
国
か
ら
出
土
し
て
い
る
土
偶

の
一
割
近
く
を
占
め
ま
す
。
ま
た
、

数
の
多
さ
だ
け
で
な
く
様
々
な
形
を

し
た
も
の
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
釈

迦
堂
遺
跡
の
土
偶
は
そ
の
数
や
形
態
、

制
作
方
法
や
遠
く
離
れ
て
出
土
し
た

も
の
が
接
合
す
る
な
ど
資
料
的
価
値

も
高
く
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
期
間
　
12
月
26
日（
金
）ま
で

▼
場
所

　企
画
展
示
室

　
地
元
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
が
描
い

た
65
点
の
作
品
を
ロ
ビ
ー
に
展
示
し

ま
す
。

▼
期
間

　12
月
15
日（
月
）ま
で

　
次
の
期
間
を
休
館
し
ま
す
。

　
12
月
27
日（
土
）〜
1
月
７
日（
水
）

※
年
始
は
１
月
８
日（
木
）か
ら
開
館

し
ま
す
。

▼
開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
除
く
）

▼
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

　
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
　

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

年
末
年
始
休
館
の

お
知
ら
せ

「
お
お
む
か
し
の

人
の
絵
」展

特
別
展「
土
偶
」

〜
好
評
に
つ
き
、期
間

　を
延
長
し
ま
し
た
〜

市内の小学校・中学校・高校の児童・生徒会長へのインタビューをシリーズでお伝えしています。

県
立
博
物
館 

か
い
じ
あ
む
便
り

　
四
季
折
々
の
庭
を
ガ
イ
ド
付
き
で
散

策
。
冬
の
お
庭
の
楽
し
み
方
を
ご
案
内
し

ま
す
。

▼
日
時

　12
月
20
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

▼
場
所

　県
立
博
物
館
外
庭

▼
参
加
費

　無
料

※
申
し
込
み
不
要

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
ご

来
館
前
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
12
月
17
日（
水
）か
ら
２
月
23
日（
月
）ま

で
、お
正
月
に
ち
な
み
、「
お
正
月
は
博
物

館
で
初
詣
」
と
題
し
て
、「
お
め
で
た
い
」

「
あ
り
が
た
い
」
資
料
を
取
り
揃
え
て
展

示
し
ま
す
。

　
か
つ
て
、
甲
府
で
小
正
月
の
道
祖
神
祭

り
に
飾
ら
れ
た
、
横
幅
10
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
初
代
歌
川
広
重
筆
の
幕
絵
「
東
都
名

所
目
黒
不
動
之
瀧
」
も
展
示
し
ま
す
。

※
12
月
15
日（
月
）
ま
で
は
、「
甲
斐
の

黒
駒
」
に
ち
な
み
、
馬
の
資
料
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
設
備
点
検
お
よ
び
年
末
年
始
の
た
め
次

の
日
程
を
休
館
し
ま
す
。

12
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）、
24
日（
水
）

〜
31
日（
水
）、1
月
１
日（
木
・
祝
）

※
お
正
月
は
1
月
2
日（
金
）か
ら
開
館

し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
useum

.pref.yam
a

nashi.jp/

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

お
庭
の
見
ど
こ
ろ
ガ
イ
ド

常
設
展
の
展
示
替
え

〜
年
の
初
め
は

　博
物
館
で
招
福
〜

休
館
の
お
知
ら
せ

初代歌川広重筆　甲府道祖神祭幕絵
「東都名所　目黒不動之瀧」(部分)
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笛吹市の出来事いろいろ topics

　
今
年
の
2
月
か
ら
4
月
ま
で
、
自

転
車
で
西
日
本
を
縦
断
し
、
市
の

P
R
を
行
っ
た
荻
野
誠
亮
さ
ん
が
、

10
月
8
日
か
ら
新
た
な
旅
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
今
回
の
旅
で
は
、
約
2
カ
月
半
か

け
て
、
東
北
や
北
海
道
、
前
回
訪
問

で
き
な
か
っ
た
山
陰
地
方
を
回
る
予

定
で
す
。

　
荻
野
さ
ん
は
、
市
の
ハ
ッ
ピ
と
、

市
の
特
産
物
で
あ
る
桃
を
描
い
た
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
そ
し
て
「
笛
吹
市
宣
伝

中
」
の
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
な
が
ら
、

県
庁
や
商
店
街
な
ど
を
回
り
、
P
R

活
動
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
ブ

ロ
グ
を
通
じ
て
の
情
報
発
信
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
荻
野
さ
ん
ブ
ロ
グ

http://am
eblo.jp/seisuke-fuef

uki-pr/

　
9
月
20
日
、
10
月
4
日
・
11
日

に
「
第
37
回
　
山
日
Y
B
S
旗
争

奪
　
山
梨
県
市
町
村
対
抗
壮
年
男

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
笛
吹
市
A
・
B
の

2
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
市
と
し
て

6
連
覇
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
笛
吹
市
A
は
準
優
勝
、
笛

吹
市
B
は
3
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
監
督
お
よ
び
選
手
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

■
主
な
大
会
結
果

　
優

　勝
　
　
甲
斐
市
A

　
準
優
勝

　
　笛
吹
市
A

　
第
3
位
　
　
笛
吹
市
B
・

　
　
　
　
　
　
山
梨
市
A

わかば保育園の園児が大宮の選手を
エスコートしました

自衛隊や警察などと連携し救助活動を
行った市消防本部職員＝御嶽山

決勝戦での笛吹市Aチーム

　
10
月
5
日
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公

園
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
J

リ
ー
グ
1
部
の
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ

甲
府
対
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
戦

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

「
笛
吹
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」
と
し

て
、
笛
吹
高
校
す
い
れ
き
太
鼓
部

が
応
援
演
奏
を
行
い
、
会
場
を
盛

り
上
げ
た
ほ
か
、
ア
ウ
ェ
イ
入
場

者
に
市
特
産
品
の
ぶ
ど
う
を
配
布

し
、
市
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
わ
か
ば
保
育
園
の
園
児

が
選
手
と
手
を
つ
な
ぎ
入
場
し
た

ほ
か
、
一
宮
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

の
生
徒
が
ボ
ー
ル
パ
ー
ソ
ン
と
し

て
、
試
合
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
9
月
27
日
、
長
野
県
の
御
嶽
山
が

噴
火
、
戦
後
最
悪
の
火
山
災
害
と
な

り
、
多
く
の
命
が
犠
牲
に
な
り
ま
し

た
。

　
10
月
17
日
、
県
緊
急
消
防
援
助
隊

救
助
部
隊
に
参
加
し
て
い
た
市
消
防

本
部
の
職
員
が
笛
吹
市
に
戻
り
、
倉

嶋
市
長
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
実
動
36
隊
、
1
1
1
人
の
市
消
防

本
部
職
員
が
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し

て
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
倉
嶋
市
長
は
、「
笛
吹
市
の
消
防
が

様
々
な
組
織
と
連
携
し
、
こ
の
事
態

に
立
ち
向
か
っ
た
こ
と
を
市
民
と
し

て
誇
り
に
思
い
ま
す
。
今
回
の
教
訓

や
経
験
を
今
後
の
消
防
活
動
に
生
か

し
て
く
だ
さ
い
」
と
職
員
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。

笛
吹
市
準
優
勝
&
第
3
位

市
町
村
対
抗
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

市
全
体
で
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
甲
府
を
応
援

笛
吹
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー

秋
風
と
と
も
に

笛
吹
市
を
疾
走

ラ
・
フ
ェ
ス
タ 

ミ
ッ
レ
・
ミ
リ
ア
2
0
1
4

市
民
に
親
し
ま
れ
る

美
術
館
へ

青
楓
美
術
館
開
館
40
周
年
記
念
式
典
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し

む
環
境
づ
く
り
を
支
援

に
こ
に
こ
文
庫
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

地
域
で
つ
な
げ
る

子
育
て
支
援

ふ
え
ふ
き
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4

笛
吹
市
P
R
の
旅

再
始
動

笛
吹
市
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
荻
野
誠
亮
さ
ん

御
嶽
山
噴
火
に
係
る

災
害
活
動

笛
吹
市
消
防
本
部
職
員
が
山
梨
県
緊
急

消
防
援
助
隊
救
助
部
隊
と
し
て
出
動

　
10
月
23
日
、
青
楓
美
術
館
で
、
開

館
40
周
年
を
記
念
し
た
式
典
と
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
楓
美
術
館
で
は
、
5
0
0
点
を

超
え
る
津
田
青
楓
の
作
品
や
資
料
を

収
蔵
し
て
い
て
、
名
実
と
も
に
青
楓

関
連
の
美
術
館
と
し
て
は
、
ほ
か
に

類
を
見
な
い
美
術
館
で
す
。

　
2
月
22
日
ま
で
、
青
楓
の
生
涯
に

わ
た
る
芸
術
活
動
の
様
子
を
見
渡
せ

る
企
画
展
「
津
田
青
楓
を
楽
し
む
―

青
楓
芸
術
の
歩
み
―
」
が
、
ま
た
、

1
月
31
日
ま
で
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
応

募
い
た
だ
い
た
絵
手
紙
作
品
の
展
示

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

青楓の昭和7年の作品「疾風怒濤」の前で
行われた記念式典

堺正章さん運転のクラシックカー、
MASERATI 200 SI

　
10
月
19
日
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ラ

シ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
お
よ
そ

1
2
0
台
が
笛
吹
市
の
秋
の
街
道

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　「
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
　
ミ
ッ
レ
・
ミ

リ
ア
」
と
は
、
1
都
7
県
の
約
１

２
０
０
㎞
の
一
般
道
を
舞
台
と
す

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
大
会
で
、
１

９
９
７
年
の
ス
タ
ー
ト
以
来
、
今

回
で
18
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
八

代
ふ
る
さ
と
公
園
に
は
多
く
の
観

客
が
集
ま
り
、
堺
正
章
さ
ん
や
近

藤
真
彦
さ
ん
ら
が
運
転
す
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
が
立
ち
寄
る
た
び
、

多
く
の
声
援
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
10
月
26
日
、
八
代
総
合
会
館
で
、

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
主

催
に
よ
る
「
ふ
え
ふ
き
子
ど
も
フ

ェ
ス
タ
2
0
1
4
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ス
タ
の
運
営
に
は
、
子

育
て
に
関
す
る
多
く
の
市
民
団
体
や

N
P
O
な
ど
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
や
オ
バ
ケ
屋
敷
な
ど
、
多

く
の
参
加
・
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
が
地
元
を

歩
き
手
作
り
で
作
成
し
た
「
子
ど
も

タ
ウ
ン
マ
ッ
プ
」
の
発
表
会
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
参
加

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ご飯をラップで包みブンブン回して作る「ブンブン
おにぎり」作りコーナー。おいしくできたかな？

最優秀・優秀賞を受賞した子どもたちなど
表彰式に参加した皆さん

　
10
月
23
日
、
笛
吹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
長
田
達
彦
会
長
）
は
、「
に

こ
に
こ
文
庫
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
を
超
え
る
6
6
2
作
品
の
感

想
文
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

最
優
秀
作
品
1
点
（
石
和
南
小
学
校

河
野
凜
さ
ん
）、
優
秀
作
品
17
点
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
で
、
11
年
前
か
ら
「
に
こ
に
こ

文
庫
」
と
し
て
読
書
感
想
文
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
内

の
全
小
学
校
に
本
を
寄
贈
し
続
け
て

い
ま
す
。

出
発
式
に
臨
む
荻
野
さ
ん
＝
市
役
所
本
館

り
ん
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編 集 後 記 ▼今年のサッカーW杯で優勝した国はど
こでしょうか。正解は「ドイツ」です。

ドイツの「ブンデスリーガ」では、内田・岡崎・香川選手ら
多くの日本人サッカー選手が活躍しています。10月11日、
遠くドイツのバート市から18人の使節団をお迎えしました。
交流会では、日本語とドイツ語の歌が披露され、言葉の壁を
感じないくらい会場が一つになっていました。ちなみに、バ
ート市のウド市長はピアノがとてもお上手でした。笛吹市が
世界とつながっていることを実感した出来事でした。（O.K.）

▶対　象　小学校3年生以上の市民　※大人の方も大歓迎
▶日　時　1月12日（月・祝）　受付　午前8時45分から　　▶場所　カムイ御坂スキー場
▶定　員　●スキー　40人（先着順）　●スノーボード　20人（先着順）※レベルに応じたクラス分けを行います。
▶参加料　●小学生　1,800円　●大人　2,500円　※レンタル代が別途かかります。
※申込時に参加料・レンタル代を徴収します。釣り銭のないようお願いします。
▶申込期間　12月1日（月）～ 19日（金）　平日　午前9時～午後5時
▶申込方法　生涯学習課に備えてある申請書で、お申し込みください。
▶共　　催　市スキー連盟・スノーボード協会
■申込・問合せ先　生涯学習課　スポーツ推進担当　☎055（261）3338

▶日　時　2月8日（日）　●開会式　午前9時　●開催　午前9時30分～午後0時30分
▶場　所　いちのみや桃の里スポーツ公園　体育館
▶種　目　●ドッヂビー　1チーム8人
　　　　　●長縄跳び　1チーム8人（回す人：2人　跳ぶ人：6人）　※両方参加可
▶参加料　無料　　▶申込期限　1月30日（金）　※参加状況により募集人数の制限があります。
■申込・問合せ先　市体育協会事務局（スコレーセンター内）
　☎055（263）7959　℻ 055（263）7960　または各支所（境川、八代は総合会館）

▶日　時　4月5日（日）　●受付　午前7時30分～ 9時30分　●開会式　午前8時50分　※雨天決行
▶場　所　いちのみや桃の里スポーツ公園
▶種目およびスタート
●ハーフ　午前9時45分スタート
　【男子】一般（中学生以上）・壮年40歳以上の部　
　【女子】一般（中学生以上）・壮年40歳以上の部
●親子・ファミリーの部(2人1組)　3.3km　午前10時スタート
●10km　午前10時30分スタート
　【男子】一般（中学生以上）・壮年40歳以上の部　
　【女子】一般（中学生以上）・壮年40歳以上の部
▶参加料　●一　般　4,000円　●中・高校生　3,000円　●親子(子は小学生)　5,000円
▶定　員　●ハーフ　1,300人　●10km　　　 2,400人　●親子・ファミリーの部(2人1組)3.3km　300組
※定員になり次第締め切ります。　※参加料をお支払いいただいた時点で申し込み完了となります。
▶申込期間　12月1日（月）から
　（A)インターネット・携帯サイト　1月25日（日）まで　（B）郵便局　1月14日（水）まで
▶申込方法　(A）インターネット・携帯サイト…コンビニエンスストアに払い込みもしくはクレジットカード
で参加料支払い　http://www.runnet.jp/
※手数料　●ハーフ・10km　205円　●親子・ファミリーの部　257円
　（B）郵便局　所定の郵便振替用紙で参加料支払い
■問合せ先　市桃の里マラソン大会実行委員会事務局（生涯学習課　スポーツ推進担当）　☎055（261）3338
※月～金　午前9時～午後5時　※祝日、年末年始は除く

参加状況により募集人数の制限があります。

笛吹市役所　本庁　☎ 055（262）4111
御坂支所　 ☎055（262）2271　一宮支所 ☎0553（47）1111
八代支所　 ☎055（265）2111　境川支所 ☎055（266）2111
春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111

DATA FUEFUKI  ●人口  71,021人（＋34） ●世帯  28,336世帯（＋42）
　　　　　　　     ●男　  34,470人（＋12） ●女　  36,551人（＋22）
　　　　　　　     H26.11.1現在（　）は前月比

● 発行／2014．12． 1　山梨県笛吹市役所　● 編集／経営企画課・広聴広報担当
● 所在地／〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地　TEL 055－262－4111
● URL／http://www.city.fuefuki .yamanashi. jp/

▶対　象　小学校3年生以上の市民　※大人の方も大歓迎

初心者から上級者までのスキー・スノーボード体験教室

▶日　時 2月8日（日）　●開会式　午前9時　●開催　午前9時30分～午後

第5回市民参加型スポーツイベント

▶日　時 4月5日（日）　●受付　午前7時30分～ 9時30分　●開会式　午前

第11回笛吹市桃の里マラソン大会
～申込受付を開始します～

スポーツイベントに参加しませんか？

この印刷物は、古紙配合率100％再生紙と
ベジタブルオイルインキを使用しております。
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カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

納期および口座振替日のお知らせ

●笛吹市消防本部
●救急医療情報センター
●山梨口腔保健センター
●小児初期救急医療センター

☎

☎

☎

☎

055（261）0119
055（224）4199
055（252）9955
055（226）3399

笛吹市役所 本庁 055（262）4111☎
●

●

御 坂 支 所
境 川 支 所

☎

☎

055（262）2271
055（266）2111

●

●

一 宮 支 所
春日居支所

☎

☎

0553（47）1111
0553（26）3111

●

●

八 代 支 所
芦 川 支 所

☎

☎

055（265）2111
055（298）2111

休日・夜間医療機関

日 曜 窓 口
取 扱 業 務

住民票写し、戸籍謄本・抄本写し、原付・小型特殊ナンバー 印鑑証明・所得・所得課税・非課税・納税
埋葬・火葬、斎場使用 出生・婚姻・離婚・死亡など戸籍関係 市税・国民健康保険税

交付
許可

証明書
納税届出

※戸籍証明申請については、委任状不可

1日 ◇保育料11月分口座振替日
◇後期高齢者医療保険料第5期分納期限・口座振替日
◇固定資産税第3期納期限・口座振替日
◇国民健康保険税第5期納期限・口座振替日

25日 ◇上下水道使用料口座振替日
●石和町　川中島（荒屋除く）、四日市場（日の出除く）、広瀬、唐柏、小石和、向田、
　　　　　今井、河内、東高橋、井戸、東油川、恵比寿、砂原、横田
●八代町　南、岡、永井、奈良原
●一宮町　一ノ宮、国分、市之蔵、新巻、塩田、神沢、金沢、狐新居、東新居、土塚、石、
　　　　　地蔵堂、千米寺
●境川町　全域
◇簡易水道・農業集落排水使用料口座振替日　●芦川町　全域
◇温泉使用料口座振替日　●春日居町　全域

26日 ◇国民健康保険税第6期納期限日
◇平成26年度下水道受益者負担金 第4期納期限日（芦川町除く）

25日 ◇保育料12月分口座振替日
◇後期高齢者医療保険料第6期口座振替日
　（納付書は1月5日まで）
◇国民健康保険税第6期口座振替日
◇平成26年度下水道受益者負担金
　第4期口座振替日（芦川町除く）

月12

●笛吹市社会福祉協議会 ☎０５５（２６５）５１８２
●石和地域事務所　　　 ☎０５５（２６２）１２６７
●御坂地域事務所　　　 ☎０５５（２６３）０８４８
●一宮地域事務所　　　 ☎０５５３（４７）２２８８
●八代地域事務所　　　 ☎０５５（２６５）２２４０
●境川地域事務所　　　 ☎０５５（２６６）５９１１
●春日居地域事務所　　 ☎０５５３（２６）３６６７
●芦川地域事務所　　　 ☎０５５（２９８）２１７０

総合相談 申込・問合せ先

■問合せ先　戸籍住民課または各支所

○住民票の写し・印鑑登録証明書を、証明書自
動交付機では1通100円、全国のセブンイ
レブン・ローソン・ファミリーマートでは1通
200円で取得できます。

無料で住民基本台帳カードが作れる
期間が、平成27年12月末日まで

延長されました。

●日曜窓口開設（国民健康保
険業務関係一部開設）
・AM8:30～PM5:15
・市役所市民窓口館
●甘味で華麗なる音楽
・PM7:00～9:00（開演）
・いちのみや桃の里ふれあい
 文化館

●フィーリングジャズオーケス
トラクリスマスコンサート
・PM2:00～4:00（開演）
・スコレーセンター

●議会本会議
　（一般質問）（予定）
・AM10:00～
・八代庁舎議場

●介護予防講演会
　（おおむね65歳以上の方）
・PM1:30～3:30
・境川総合会館
●こころの健康相談
　（要予約）
・PM1:30～4:00
・市役所保健福祉館

●多重債務無料相談会
・PM1:30～3:00受付
・スコレーパリオ
●社会保険労務士による年金
相談会
・ＡＭ9:00～正午
・PM1:00～4:00
・一宮支所

●議会本会議（一般質問・予備日）
　（予定）
・AM10:00～　・八代庁舎議場
●体育施設利用者調整会議
・スコレーセンター
・御坂農村環境改善センター
・いちのみや桃の里スポーツ公園
 体育館
・若彦路ふれあいスポーツ館
・境川総合会館
・春日居あぐり情報ステーション
●総合相談（法律・福祉・人権・行
政）（要予約）
・PM1:30～3:30受付
・八代福祉センター

●総合相談（法律・福祉・人権・行
政）（要予約）
・PM1:30～3:30受付
・スコレーパリオ

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30受付
・御坂福祉センター

●議会本会議（開会）（予定）
・PM1:30～
・八代庁舎議場
●結婚相談所開設
・PM1:30～4:00
・春日居コミュニティーセンター

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政・消費生活）（要予約）
・PM1:30～3:30受付
・春日居福祉会館

●介護予防講演会
　（おおむね65歳以上の方）
・PM1:30～3:30
・スコレーセンター

●特設人権相談所
・AM10:00～PM3:00
・八代福祉センター

●献血
・AM9:30～11:30
・PM0:30～3:30
・市役所本館前駐車場

●山梨英和高等学校聖歌隊ハン
ドベルクリスマスコンサート
・PM2:00～4:00（開演）
・スコレーセンター

●議会本会議（閉会）（予定）
・PM2:30～
・八代庁舎議場

●日曜窓口開設
・AM8:30～PM5:15
※住民基本台帳カード交付
・AM9:00～PM4:30
・市役所市民窓口館

●日曜窓口開設
・ＡＭ8:30～PM5:15
※住民基本台帳カード交付
・AM9:00～PM4:30
・市役所市民窓口館
●結婚相談所開設
・AM9:00～11:30
・春日居福祉保健センター

●日曜窓口開設（国民健康保
険業務関係一部開設）
・AM8:30～PM5:15
・市役所市民窓口館

先負友引先勝

赤口

仏滅先負友引

先勝赤口大安仏滅

友引先勝 大安仏滅先負

赤口
天皇誕生日

大安先負

大安

友引先勝赤口大安

仏滅先負友引先勝

友引赤口 先勝

1
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432

15

11109

22

181716

2423

3130

65

14
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保健だより 　 問合せ先　健康づくり課 055（261）1901☎

　 問合せ先　芦川支所 055（298）2111☎

ごみ収集日 　 問合せ先　環境推進課 または各支所055（262）4111☎

乳幼児健診など乳幼児健診など マタニティスクール・育児学級などマタニティスクール・育児学級など

診療所開設日診療所開設日

乳幼児予防接種通知対象者

1
（月）

県営住宅

17
（水）

東町・長塚・西町

18
（木）

向田・小石和

20
（土）

中川

26
（金）

広瀬

14
（日）

松本・山岸・唐柏・砂原・
恵比寿

21
（日）

八田・仲町・窪中島・
下平井・山崎・駅前・
今井・井戸・東油川

7
（日）

川中島・荒屋・上平井・
東高橋・河内

3
（水）

日の出

4
（木）

四日市場

▶古タイヤ・バッテリー回収　（回収はタイヤは有料・バッテリーは無料）
　12月6日（土）市役所本館駐車場・一宮福祉センター前駐車場・
　　　　　　　  春日居支所北側駐車場（商工会館裏）・芦川ふるさと総合センター駐車場
　12月7日（日）御坂支所駐車場・八代支所前駐車場・境川支所裏駐車場
　時間は、一宮福祉センター前駐車場は午前8時～11時、そのほかは午前8時～10時
※お店など事業によって排出された古タイヤ・バッテリーは回収しません。　　
▶家電リサイクル法対象品目特別収集（有料）
　12月21日（日）午前9時～11時30分　スコレーセンター南側駐車場

12月

12月 2 0 1 4

2 0 1 4

月・木
火・金

川中島・荒屋・八田・東町・長塚・仲町・西町・日の出・下平井・上平井・県営住宅・中川・山崎・松本・駅前・山岸・向田
窪中島・四日市場・広瀬・唐柏・東高橋・今井・河内・小石和・砂原・井戸・東油川・恵比寿

可 燃 ご み 収 集 日（ 石 和 ）

毎週土曜日
毎月第2第4水曜日・土曜日

小石和・上平井
山岸

ミックスペーパー・その他プラスチック収集日（石和）

※1

※2

母子健康手帳交付
（妊娠届出）

1日(月)・8日(月)・15日(月)・22日(月)　　AM9:00～11:00受付
※交付日に都合の悪い方は、健康づくり課へご連絡ください。

市
役
所
保
健
福
祉
館

場所対 象種 類 日 時

診療所開設日 4日(木)、11日(木)、18日(木)、
25日(木) PM1:30～4:00受付 芦川国民健康保険診療所

種 類 日 時 場 所

地 域
内 容

可 燃 ご み ※ ※1をご覧ください

水・土

火・金

日

7
（日）

7
（日）

川中島・荒屋・八田・
四日市場・広瀬・砂原

14
（日）

仲町・窪中島・下平井・
県営住宅・山崎・駅前・
東高橋・河内・恵比寿

21
（日）

日の出・上平井・松本・
山岸・唐柏・今井・向田・
井戸・東油川

28
（日）

東町・長塚・西町・中川・
小石和

全 地 域

全 地 域全地域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域 全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域二之宮・県営団地・
成田・下成田・国衙

14
（日）

夏目原・井之上・
下井之上・八千蔵・
栗合・蕎麦塚

21
（日）

金川原・尾山・
下野原・花鳥地区

28
（日）

黒駒地区

金田・小城・
北都塚・末木・
下矢作・本都塚・
国分

熊野堂・下岩下・
別田・桑戸・加茂・
寺本・枝郷

小松・国府・徳条・
鎮目

資 源 物

粗 大 ご み
有 害 ご み

ミックスペーパー
その他プラスチック

石 和 御 坂 一 宮 八 代 境 川 春 日 居 芦 川
月・木

水

6
（土）

坪井・田中・
竹原田・東原

7
（日）

東新居・狐新居・
金沢・土塚・神沢・
石・地蔵堂・千米寺

13
（土）

中尾・一ノ宮・
南野呂・北野呂・
上矢作・市之蔵・
塩田・新巻

14
（日）

月・金

土

15
（月）

月・木

土

18
（木）

月・木

土

13
（土）

20
（土）

夏目原・井之上・
下井之上・八千蔵・
栗合・蕎麦塚

6
（土）

二之宮・県営団地・
成田・下成田・国衙13

（土）

黒駒地区20
（土）

金川原・尾山・
下野原・花鳥地区27

（土）

月・木

7
（日）

全 地 域14
（日）

全 地 域18
（木）

7
（日）

マタニ
ティ
スクール

AM9:30～
9:45受付18日(木)

AM9:20～
9:30受付

お産の経過と
体の準備

平成27年2月～3月出産予定の
初産婦

3日（水）

育児学級

AM9:30～
9:45受付

乳幼児におこりやすい
病気とその対処法

離乳食教室

平成27年4月～5月出産予定の
初産婦

PM1:20～
1:30受付12日（金）歯の健康

第1子が平成26年6月生の保護者

第1子が平成26年7月生の保護者

16日(火)

種 類 場所対 象 日 時

（小石和・上平井・
山岸を除く ※2）

予 防 接 種 名

BCG

平成２５年12月生まれ

平成２６年10月生まれ

平成１５年12月生まれ

平成２３年12月生まれ日本脳炎1期
平成17年12月生まれ日本脳炎2期

麻しん・風しん混合1期
四種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風・不活化ポリオ）

ヒブ
小児用肺炎球菌

二種混合2期（ジフテリア・破傷風）
平成２６年11月生まれ
平成２５年12月生まれ

ロ　　タ

水　　痘

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）

市
役
所
保
健
福
祉
館

PM1:00～
1:30受付

4カ月児
健康診査

平成26年8月1日～8月12日生 2日(火)

平成26年8月13日～8月31日生 16日(火)

10カ月児
健康診査

平成26年2月1日～2月15日生 10日(水)

平成26年2月16日～2月28日生 17日(水)

平成25年4月24日～5月10日生 5日(金)

平成25年5月11日～5月29日生 24日(水)

平成24年10月5日～10月24日生 11日(木)

平成23年9月13日～9月26日生 9日(火)

1歳6カ月
児健康診査

3歳児健康
診査

5歳児健康
診査

平成21年11月24日～12月11日生 4日(木)

平成21年12月12日～12月25日生 19日(金)

2歳児歯科
健康診査

6
（土）

統一共選所駐車場
（ＪＡフルーツ山梨春
日居支所裏)

5
（金）

春日居スポーツ広場

9
（火）

別田ちびっ子広場

10
（水）

国府公民館前駐車場

11
（木）

徳条石尊神社西側

12
（金）

小松地区資源物回収場

14
（日）

春日居支所
北側駐車場

※対象者には、後日予診票・契約医療機関等の詳しいお知ら
せをします。接種時期等の内容をよく確認し、契約医療機
関にて予防接種を受けてください。

※他市町村より転入された方、予診票のない方、合併前の予
診票をお持ちの方は、健康づくり課までご連絡ください。

※水痘ワクチンは、10月1日から定期接種に変わりました。
定期接種対象者：12月～36月に至るまでの児は1人2
回。特例対象者（平成26年度末までの実施）：36月～60
月に至るまでの児は1人1回。どちらの対象者についても、
水痘に罹患している方、すでに接種が済んでいる方は対
象外になります。対象者には個別の通知を行っています。

※子宮頚がんの予防ワク
チンの接種については、
積極的にはお勧めして
いません。接種にあたっ
ては、有効性とリスクを
理解した上で受けてくだ
さい。

通知発送対象児

定
期
予
防
接
種

任
意
予
防

接
種

▶年末年始のごみ収集について
年内は12月28日（日）まで通常
どおりの収集を行います。また、
年始は1月4日（日）から通常の曜
日にて、指定の品目の収集を行
います。
なお、可燃ごみについては12月
29日（月）・30日（火）に特別収
集を行いますので、詳しくは本紙
環境ニュースをご確認ください。
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